
第Ⅲ章 遺

1 遺跡の形成

平城宮朱笹門内の北方には,奈良時代の遺構とかんがえられる建物跡の上壇や築地痕跡に比

定できる土塁状の地物があり,それにしたがって水田の地割りにも規則性がみられた。朱雀門

の北250mの ところからはじまる東西210m,南北280mの地域,その北側に接する東西180m,

南北100mの地域,ま たその北に接する方180mの 3地域に大別することが可能であった。これ

らの地域が方約1,000mの平扱宮の中軸線上の好地を占めていることから, 当調査部では南か

ら第 1次朝堂院 。第 1次大極殿 。第 1次内裏に想定し,聖武朝の平城還都以前の中心的な宮殿

跡に推定してきた。今回報告する地域はそれらのうち, 北方の大極殿・内裏想定地域に相当

し,そのほぼ東半分とこれに接する東側の幅約40mの地域である。

発掘調査の結果,こ の地域は周囲を築地回廊でかこみ,全体の約2/3に あたる南方地域を建物

のない広場とし,北辺の約 1/3地域に建物が林立する状況があきらかになった。また,検出遺
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調査地の区

分

第Ⅲ章 遺

構は大きくわけて奈良時代前半

の第 I期 ,後半の第Ⅱ期,平安時

代の第Ⅲ期に大別でき,各時期

ごとに個性豊かな建物配置をと

っている。それらのほか,平城宮

造営以前の遺構もあった。ここ

では 1:門 と回廊域,2:殿舎地

区 (6ABP区),3:広場地区 (6A

BQ,6ABR区 ),4:東 外郭地区

(6ABC,6ABD,6ABE区 ), 5:,べ

膳職地域 (6ABO区 )にわけて ,
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お,地域の呼称については従来

からよびわけている第 1次朝堂

院 。第 2次朝堂院,第 1次大極

殿 。第 2次大極殿はそのままの

こし,第 2次内裏は単に内裏と

よぶことにした。
ag・ 12 第 1次大極殿地域の地形変遷(1)
1.造営以前, 2.第 I期

A 発掘前の地形 (PLAN。 1・ 2,PL.1)

調査地は平城・佐保丘陵などの東西に連なる小丘陵の南麓に位置し,北から張り出す標高68

～74mの台地を呈している。西側は北西方の御前池・佐紀池につながる谷筋で画され,東側は

内裏・第 2次大極殿地域との間によこたわる浅い谷筋によって画されている。北部の 1/3地域

(殿舎地区)は ,も っとも高く南方地域と21nほ どの比高差があり,西側の低地より約 4m高

い状況を呈している。また微地形として,殿舎地区と広場地区が接する東西端の部分は南にの

びる土塁状の高まりとなり従来から築地痕跡に比定されてきた。そして,土塁痕跡をはさんで

内と外へ斜めに下がる地割りがみとめられた。広場と回廊の地域では,東南から西南方向に傾

斜している。そして南の朝堂院地域との間に約 50cm内外の落差がある。灌水用の水路は,殿

舎地区の南辺を東西にぬけ,こ の地域の中軸線上を南下する水路と東外郭地区の東辺を南下す

る水路とに分流している。

調査地域の上質調査は,発掘調査時の所見と1961・ 1962年のボーリング調査結果によってあ

きらかである。すなわち,砂礫・砂・ シル ト・粘上が厚く堆積している大阪層群相当の層が下

部にあり,丘陵部では上部を不整合な新期洪積層の礫層が覆い,丘陵の南麓からは沖積層が層

厚 1～ 2mで南へいくほど厚く堆積している。遺跡は北部では洪積層の礫層上,南部では沖積

層上に形成されていることになる(ng.1り。

1)『平城宮整備報告』1979,p 3
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1 遺跡の形成

B 古代の地形

以下で各時期の地形を復原す

るわけであるが,それはつぎの

ような手順で行なった。発掘地

域の上層図 1どよって,地山御城

宮造営前の地形)と各時期におけ

る整地層の厚さを基礎資料 と

し,ボーリングによる土質調査

を参考にした。各時期における

整地層の厚さは fig。 12・ 13の断

面図でもわかるように後世の削

平が著しいため,旧地形を把握

しえない部分も多い。そこで現

況の地形図を基本にして,各時

期の溝底面の高さ (原則として北

から南へ,西から東へと地形に準じ

て流れる。上部の遺構が削平されて

いても,濤底勾配によって等高線問

隔を調整できる)で修正を加えな

がら等高線を変更し,等高線間

隔 25cmで 各時期の地形図を作

成した。

旧地形の復

原

平城宮造営以前 (ng.12-1)殿舎地区と広場地区との間 (ボージング No.13-No.14,27-28,

ng。 ■参照)で ,遺構面および下部の上層が他の調査地点にくらべて急傾斜になっている。すなわ

ち,造営以前にも,現況の地形に似た形で北からのびる台地の張出しがあり,殿舎地区の南辺付 台地と低地

近に段差があったことが想定できる。造営前の地形図作成にあたっては,遺構面から旧地山面の

標高を抽出し,造営時に埋めたてたであろう下ツ道東側溝SD7787の溝底の高さで修正して,標

高点を等高線に置きかえた。その結果,地形全体としては現況地形と類似することになった。

造営以前の地質は,殿舎地区では赤褐色粘質上であり,広場地区北半では礫まじりの黄褐色

粘土を主にする。広場地区の南半では,黒色粘上が堆積する浅い流れをともなう小さな谷筋が

あり,そ こに造営にともなう木材の削り届などが堆積している。

第二期 (ng。 12-2)第 I期の遺構検出面は, 殿舎地区においては赤褐色粘土・褐色礫面であ

り,広場地区北半(6ABQ区 )では整地層の黄褐色礫面, 広場地区南半(6ABR区 )では暗灰色粘土

・灰色礫層の整地層である。これら整地層の標高を抽出し,後の整地層削平状況を東面築地回 溝の勾配

廊西雨落溝(SD3790)と 中央南北参道東側溝(SD7142,勾 配1/70)の溝底高によって修正し,等高線

図をおこした。

造営前の地形では殿舎地区と南面築地回廊(SC5600)と の比高差 5.5m, 勾配1/45で あり,平

城宮中央部南北地形の勾配1/80に くらべるとかなり急であった。この段差を利用して,殿舎地

第H期逮構面

第Ⅲ期遺構面

■g。 13 第 1次大極殿地域の地形変遷(2)
3.第 Ⅱ期, 4 第Ⅲ期
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簿積 擁 壁

擁壁の高さ

新しい擁壁

第Ⅲ章 遺  跡

区の南縁に尊積擁壁 SX6600を 設けて上下三段の土地を造成している。擁壁の構築にあたって

は,中央部で約100m幅の切土を行ない,東面築地回廊付近では旧地形をのこして斜道 SF9232A

としている。簿積擁壁の高さについては, 検出した擁壁高と東面築地回廊雨落溝 SD3790の底

差によって2.2m前後(標高728m)に 復原できる。SD3790の 溝底勾配をみると,殿舎地区での比

高は1/60～1/70の 勾配であり, 斜道 SF9232の 部分(長29m)で は1/80の急勾配となり, SF9232

の裾から約40m南 までは1/35と なお急勾配をとり, それ以南では 1/60～ 1/70の勾配を呈して

いる。 こうした溝の勾配によれば,擁壁の高さ 2.2mは SF9232Aで lmの段差を,それ以南

40mで lmの段差を処理していることがわかる。すなわち,広場は水平面をなすのではなく,

北東方から南西方に向ってゆるやかに傾斜していたのである。

殿舎地区と広場地区との整地は,旧地表に合せて若千の盛土と切土を行ない,平坦に整えた

のち一面に礫 (厚さ20cm前後,下層礫敷面)を敷きつめている。広場地区の南半では浅い谷筋を

黒色粘土を主にして厚さ0.15～ lmで埋立てて平坦な土地を造成し,上記の礫をしきつめてい

る (下層礫敷面)。

第Ⅱ。第Ⅲ期 (ng.13)第 Ⅱ期の遺構は,殿舎地区では黄褐色礫敷面,広場地区では暗灰・

黄褐色礫敷面 (上層礫敷面)で検出した。第Ⅲ期の遺構検出面も大体第Ⅱ期と同じであるが,広

場地区では茶褐色礫混りの整地面が覆うところがあった。つまり,第Ⅲ期には大規模な地形変

更は行われず,第Ⅱ期の地形に準じているとみてよい。整地層の標高を,第亜・第Ⅲ期の溝底

の比高で調整して地形図をつくった。第Ⅱ期におけるもっとも大きな整地は簿積擁壁SX6600を

やめて前方15mにわたって盛上し,石積擁壁SX9230を積みあげたことであり,それが第Ⅲ期ま

で存続する。新 しい擁壁の高さは,残存する最下段の玉石と殿舎地区礫敷面 (上層)と の比高 ,

および殿舎地区から下の広場に流れておちる第Ⅲ期の 3本の南北溝(SD8301,SD6659,SD6612)

によってきめた。その結果,擁壁の高さは1.6m前後と第 I期にくらべて若千低くなったようで

ある。3本の南北溝はいずれも第 I期のSX6600を過ぎる位置から1/30の急勾配となる。それは

第 I期の斜道 SF9232Aの勾配と等しく,SX9230の 構築に際して,SF9232Aの 勾配を基準にし

たのではないかとおもわれる。この時期の斜道 SF9232Bは段差が低くなったこともあり, SX

9230か ら50m南 の間で西南へ向ってゆるやかに下り,1.6mの段差を解消したようである。

殿舎地区の整地は第 I期 に準じて礫を敷きつめる。しかし,第Ⅱ期・第Ⅲ期の区別はほとん

どつかない。広場地区では第 二期の礫敷面の上に平均30cmの厚さで第Ⅱ期の礫を敷く。とく

に南半の SC5500の 北側では厚く敷いている。広場地区では第Ⅲ期の礫敷整地面を識別できる

ところがあり,やはり礫を敷きたしたようである。とくに広場南半の中心建物 SB7803付近で

は礫敷が厚 く,30cmの厚さをもつ。

整地と土量 第 1次大極殿地域は,元来北から南へ張り出す台地の急勾配1/45の 地形を中心

にとりいれている。この急勾配を利用して,敷地を二段にわけその境に第 I期では簿積擁壁を

つくったのである。つまり壇上に立てば下方を見下すことになり,壇下に立てば上方を仰視す

ることになる。そして,旧地形は壇の上下をつなぐ斜道と東面築地回廊の基壇にのこされたこ

とになる。第Ⅱ。第Ⅲ期では斜道の勾配で擁壁を前方に15m移動し,石積擁壁を新設した。そ

の造成工事は台地上の建物基壇の削平などによって容易に行なわれたであろう。

また各時期を通じて,第 I期の正殿 (SB7200),第 Ⅱ期の主殿 (SB6610,SB6611),門 (SB7801,
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2遺

SB7750),主要建物 (SB7803)な どの構築される部分は,基壇を積みあげて建築したものである。

それらについては全体の南への緩傾斜のなかで,と くに平坦に整地が行なわれるように留意し

て地形造成がなされていることが各期の断面図からわかる。

各時期に要した地形造成の ための上工量は,地形図の中軸線 。東面築地回廊 。南北溝SD

3715南北方向平均断面によって求めた (ng.13)。 これによると, 全体の土工量はそれほど多く

なく,大極殿地域の 2/3が広場であることをかんがえると,旧地形を最大限に利用した造成で

あったことがうかがえる。第 二期では,擁壁をつくるために旧地形を切土する切土量が多く,

第Ⅱ期・第Ⅲ期では挽壁を前へのばすため盛土量が多くなる。各時期の上工量をくらべると,

第Ⅱ期が第 I期の約 16倍の上量を要し,それに準じて人夫数も増加しており,第Ⅱ期の造成

がきわめて大規模であったことがうかがえる。積算に用いた上工歩掛りは現行のものであり,

使用工具が原始的であった奈良時代ではもう少し人員を要するものとおもわれる。また,積算

した数値は第 1次大極殿東半部分についてであるから, 企域としては, 第 I期 :10,000m3,

2,200人 ,第 Ⅱ期 :15,000m3,3,400人 ,第Ⅲ期 :7,600m3,1,600人程度の上工量になる。

なお,第 I期の簿積擁壁については,10mぁ たり 32個 ×29段 =928個 の導 (長さ29.3Cm,幅

7.5Cm)を積むことになり,こ れに東西築地回廊間の距離 170mを乗ずると15,776個の増を使

用したことになる。

土 工 量

|(盛土)(0.2人 /m3)  (切土X03人/ma)      計

1,900m3(570人 ) 4,530m3(1,096人 )

7,380(1,692 )
3,800( 795 )
15,710(3,394 )

工量次大極殿地域東半都推定

第 1次大極殿地域で検出した主な遺構は,築地回廊 6,築地 6,擁壁 2,建物89,足場19,

溝88,井戸 2,上壊18以上などである。遺構の大多数は平城宮方位 (内裏北面築地国廊SC60の北

雨落濤の方位を基準としたもので 国上方限方位に対して NoOo7′47″W振れている)に近い方位をとる。

以下の報告において,N.S,Wで しめす数値は,第 2次大極殿基壇上の基準点 No.7(国上方限座 測量基準

標第Ⅵ座標系で,X=-145412.55,Y=-18322.19の 値)を基点 (0,0)に した平城官方位での値であ

る。たとえば,N100と は No.7か ら北へ100m, vT200と は No.7か ら西へ 200mと ぃう意味

である。建物でもっとも多いのは掘立柱式の建物であり,以下の記述ではとくにことわらない

かぎり単に建物という。また柱穴・柱掘形などの用語については『平城宮報告Ⅶ赳にしたがう

が,個 々の柱穴の呼称については建築修理の方法にしたがい,桁行柱を漢数字とし梁間柱を片

仮名であらわす。そして,東と南から数えはじめることとする。たとえば,東西棟 5間 ×2間

の建物のときにロー柱穴といえば東妻柱をさし,口 六柱穴といえば西妻柱をさすことになる。

基壇の「掘込み地業」などの用語については,『平城宮報告Ⅸ』にしたがう。

1)模式図の記号 0柱根をとどめる掘形 ○柱痕跡をとどめる掘形 ○掘立柱掘形
■礎石 □礎石抜取痕跡 …推定 Aは北をしめす

第 I期

第H期

第Ⅲ期

計

2,630m3( 526人 )

7,110(1,422 )
3,450( 690 )
13,190(2,638 )

Tab.2 第 1

270  ( 81

350  (150

2,520  (756

遺2
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掘込み地業

基 壇 縁

第Ⅲ章 遺

A 門・ 築地回廊地 区

6ABR・ 6ABQ・ 6ABP・ 6ABO区にかけて,築地回廊が当初には南北に長い長方形に構築し

て第 1次大極殿地域をとりかこんでいるが,後には方形に縮少している。第 1～第Ⅲ期のあい

だに幾度かの改変がある。

i tt I期 の遺構

SB7801  (PLAN 12,PL.3～ 6,ng 14・ 15) 6ABR― HoJ地区

第 1次大極殿地域の南門であり,中軸線上(W266.6)に 位置する。

基壇の立ち上り部は削平されて,柱位置をしめす礎石据付痕跡など

はうしなわれている。また,基壇の南辺は後世の耕作のため深く削

りとられ,残存する遺構は基壇の掘込み地業,基壇の北縁をめぐる

礫敷の雨落溝と地覆石抜取痕跡,北面階段の痕跡などである。

南門付近では,地山(黒灰色粘質土,標高67.4m)の うえに黄褐色粘質土 (厚さ20～30cm)を しきつ

めてまず整地し,後に基壇の掘込み地業を行なう。東西31.2m,南 北17.45m,深 さ50～ 60cm

程度の長方形坑を掘り,四周と中軸線の東西へ5,7mぉぃてそれぞれ 1条の盲暗渠(SD7809,SD

7810,SD7812)をもうける。東辺 (SD7812)と 内寄りの 2条 (SD7809,SD7810)は ,幅50cm内外

で少し掘下げ礫をつめて南へ排水するが,北辺と西辺ではとくに溝を掘込まず礫を帯状にあつ

めているにすぎない。掘込み地業の南】bかにあたる東西縁に径 10cmの杭がある。東端では打

込んだ状況で検出したが,西端では遊離してたおれていた。築地回廊および門の地割設定にか

かわる基準杭であろう(ng.14)。

版築ははじめ一層10～30cmの厚さで,約40cm位 まで掲き固める。礫混り粘質土,砂混り粘

質土などの色調をことにする上を 2・ 3層にわけて掲く。 それより上部は色調のことなる粘質

土を厚さ 2～ 5cmぐ らいで,幾層にもわけて偶く。ただし, 全面に一様ではなく場所によっ

て層序がことなっているので,部分的に鵠き固めていったことがうかがえる。長方形坑の上端

まで版築すると,礫混り粘質土を厚さ 10cmで 積むが,こ の層は東西の築地回廊基壇の盛土と

重りあっている。そして,さ らに上へ積む暗褐色礫混り上は築地回廊に連続しており,門 と築

地回廊の地業が平行してなされたことがわかる。のこりのよいところでは深さ 90cmの版築地

業をとどめ,上面は平坦に削平されて第Ⅱ。第Ⅲ期の礫敷面がおおっている。

基壇の北面では地覆石抜取痕跡,雨落溝,階段痕跡などがあり,それらは第 I期内での 3回

にわたる改修が層位的にみとめられた。上層の遺構としては,東北と西北隅の基壇縁にそって,

L字形 (南へ2m,中軸線に向って6.7m)にめぐる幅60cm, 深さ20cmの浅い溝 SD7852Bが あ

り,それは基壇盛土を削りこむように掘り,随所に凝灰岩の粉末をまじえる。基壇の地覆石抜

取りの痕跡である。その外縁に 60cmをへだてて,やはりL字形にめぐる小玉石列がある。そ

れは玉石を一列に立てならべたもので, 内側を密な礫敷とし外側を粗い礫敷とする。小玉石

は一種の見切りであり,内側が雨落溝 SD7833と かんがえられる。中央寄りの端は,同様に小

玉石を両側にならべる南北溝 SD7805,SD7806につながって北流し,東西溝 SD5590に 注い

でいる。北而中央部に長さ14.2m,北へ12m張 出す形で大型の凝灰岩片が堆積しており,そ

3を
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南面築地回

廊

第Ⅲ章 遺  跡

の外側は小粒の礫敷となる。北面階段の痕跡である。この凝灰岩の検出状況からは,裏込め用

のものなのか,あ るいは解体時の廃棄物なのか,いずれとも決めがたい(ng.15)。

中層の遺構は部分的にしか検出していない。上層の階段と同じ位置に凝灰岩の堆積層があ

り,それは上層よりも70cmほ ど北へのびている。両隅の地覆石抜取痕跡 SD7852Aも 同位置

にある。この時期にはとくに雨落溝はもうけず,大粒の礫敷が地覆石抜取痕跡の北側に展開す

る。下層の階段位置もほぼ中層と同じで,凝灰岩片をまじえる暗灰色砂質土として痕跡をとど

める。この階段部ではとくに黄褐色砂混り上を敷く地業を行ない,その外方 4mま でに灰白色

粘質砂土をしきつめてから,礫敷きを行なったようである。

上層の遺構をおおって,と くに北側では瓦片の堆積が著しく,第 Ⅱ・第Ⅲ期の赤褐色礫混り

上が基壇上面に堆積しており,第Ⅱ期には基壇が削りとられていたことをしめている。

このような遺構から推定される基壇の規模は,上層で復原すると東西約 28m(94尺 ),南北約

16.2m(55尺 ),階段の幅15m(48～ 50尺),同 出1,8m(6尺 )と なる。柱間寸法を桁行 5間 (81尺・

23.8m),梁 間 2間 (40尺・ 118m)に想定すたことができ, この場合の柱間寸法は桁行両端間が

盲 暗 渠

15尺 ,内の 3間が17尺等間となる。

SC56CXl  (PLAN 2・ 5,11,12, PL 3,7^■ 0・ 14, ng.16～ 18)

6ABR― H・ Q,6ABR― Q,6ABS― E地区

第 1次大極殿地域の南面を画する築地回廊東半分である。ただし,東寄りの

22mについては未掘である。全域に基壇の掘込み地業を行なう。掘込み地業は

整地上から幅1lm内 外,深さ40～30cmの布掘りであるが,自然地形の傾斜に

影響されたらしく,南側のほうが少し深い。W246ラ インの基壇断面では,底に

礫を混える厚目の上層を 1・ 2層おき,そのうえに色調をことにする粘質土 ,

砂質土を 3層 (各厚さ5～ 15cm)ほ ど版築し,深さ60cmの掘込み基壇をのこして

いる。基壇南側上部の版築は南に傾斜しており,南側では盛上げるような積み

方を行なったことがわかる。東端に近いところでは下部の積土を南半と北半に

わけて行なう部分もある。 しかしながら, W246ラ イン以西では東方とことな

り,上述の南門SB7801と 同じ基壇の状況をしめしている(■g17)。

基壇の南北縁には幅30～40cm,深さ50cmの溝を掘り大形の礫をつめた盲暗

渠 SD5565,SD5557が 平行する。西端はともにSB7801に とりつくようである。

SD5557の東端はのちの木樋の南北暗渠SD5561によって破壊されているが,SD

5556と なって東面回廊との入隅で南下し,南側の SD5565と交わり同じく礫詰めの盲暗渠とな

って東へ20mの び, 南北溝 SD3765に注いでいる。 この入隅部で SD5565が直進せず南に方向

を変えていることや,基壇土の状況が東西でことなることから,SC5600の 基壇上のほうが SC

5500よ り以前に積まれたのではないかとおもわれる。なお,基壇上の積み方に変化のみられる

SB7801の 東約 6m,w246ラ インの西側には基壇を南北に横断する礫詰めの盲暗渠 SD7807(幅

45cm,深さ15cm)が あり,その両端は回廊の南面と北面につくる盲暗渠 (SD5565,SD5557)に つ

ながっている(■ g.16)。

地 覆 石  基壇の北縁では盲暗渠の内側に幅70cm,深 さ10cmの東西溝 SD7855が平行しており,地覆石
の抜取痕跡に比定できる。西端は上述のW246ラ インあたりでとまるが,東端は削平をうけてお

9δ
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柱 位 置

第Ⅲ章 遺  跡

り不粥である。この地覆石の抜取痕跡の心と回廊棟通り(S482)と の距離は5.4mでぁり,基壇

幅が10.8m(36尺 )で あったことがうかがわれる。回廊北面における雨落溝とそれにつづく礫敷

はSB7801の 場合と同じように 3層 にわかれる。上層の雨落溝 SD7813Bは SB7801の 雨落溝につ

ながり,建物SB7802の 軒先でとまる。基壇縁に幅50cmで小粒の礫を敷き,見切りとして傘大

の玉石を 1列にならべる。見切り石の外側は小粒の礫敷となり,雨落溝とのレベル差はほとん

どない。中層では基壇縁に接して外側一面に大粒の礫を敷きつめ,と くに雨落溝をもうけない。

この整地はSB7802の 増築にかかわるものであり,盲暗渠SD5557の上をおおっている。下層で

はSD5557の外側 15cmをへだてて幅65cmで大粒の礫をしいて雨落溝 SD7813Aと し,その外側

にやや小粒の礫敷がひろがる(ag 18)。

基壇上には,礎石据付痕跡がのこっていた。南側柱列では,東端の 3個 と未掘部分の 5個を

除いて 9個 の痕跡がある。北側柱列では,SB7802の 増築で うしなわれた 6個 と未掘部分の 5

個を除く4個の痕跡がある。それらは径 lm内外のほぼ円形に散布する容大の玉石で,いずれ

も中心部が低く,なかには方1,7mの 掘形をとどめるものもあった。礎石の安定をはかる根固

め石である。 この礎石据付痕跡によって,回廊の心を S48.2に 決定しうる。SB7802の間回の

柱掘形をのぞいて回廊の棟通りには柱痕跡がない。だが,梁間を 1間 にすると広くなりすぎの

で,遺構としては痕跡を見出しえないが,棟通りに築地を想定せざるをえない。そうすること

によって,回廊東半部の桁行18間 (80,37m),梁 間 2間 (7.lm)の 南面東半分の築地回廊が推定

できる。柱間寸法は桁行で東端の 2間が3.54m(12尺 )であるほかは,458m(15.5尺)の等間

となる。梁間は 354m(12尺 )等間である。南側の基壇上の崩れた部分,南側柱の外側 lmで

は,礎石据付痕跡にそう形で 8間 (18m)分の小柱穴列 SS7804(径 30cm,深さ20cm)が ある。柱

間寸法は不揃いだがおよそ2.lmと 2.4mを交互にくりかえし,礎石据付痕跡をさけて掘込んで

いる。築地回廊南側の足場である。

以上のようなことから,SC5600は SB7801の 基壇からはじまり,東西18間 ,中軸線と後述の

東面築地回廊心との距離は88.3m,東 西築地回廊の心々距離は J766m(600尺)と なり,その

基準尺 は29。 43cmで ある。

SX7814  (PLAN 12,PL.5,ng.16)  6ABR― H地区

SC5600の西端とSB7801と の間の基壇上に,長方形にめぐる溝状の遺構がある。南端の部分

は後世の撹乱によって痕跡をのこさないが,西溝幅30cm,北溝幅50cm,東溝幅 lmで ,東・

西溝の幅は約3.4mでぁる。北溝はSC5600の 地覆石抜取痕跡とそろっており,南北の幅が回廊

のそれとひとしかったことがうかがわれる。この溝状遺構は両側壁が垂直に立ち上り,埋土中

に凝灰岩片を混入しているので,凝灰岩切石の抜取痕跡とみてよい。すでにのべたように,こ

の部分の基壇土は SB7801と 同時に盛られ,東溝の下部には盲暗渠S D7807が あった。SB7801

は礎石の痕跡をまったくのこさず,回廊には根固め石を良好にのこしていることからすると,

両者には高低差があり,SX7814は その中間で中壇を形成し, 階段状につくられた回廊とりつ

き部分とみられる。

SB7802  (PLAN ll,PL.3・ 7～ 11,ng.17・ 18・ 19)  6ABR―H地区

南門 SB7801の 東にたつ 5間 (22.9m)× 3間 (■ 52m)で総柱の東西棟建物である。柱間寸

法は桁行で4.58m(15.5尺)等間であり,梁間は3.84m(13尺 )等間である。総柱のうち側柱は

をθ

回廊 階 段
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掘立柱であり,内部の柱を礎石建てとする。柱掘形は

3,5m× 2.5mの長方形を呈し,深さは 2,75mと ぃう

超大型である。ハー柱穴をのぞくほかには,漏斗状の

柱抜取痕跡がある。 イ 。工の柱列は抜取痕跡が連続

し,東側に抜きとっていることが推測でき,六通の抜

取痕跡は西側にはみだし,西側に抜きとったことがわかる。掘形の埋土は地山の砂質上である

が,抜取痕跡には瓦,土器,木器などの遺物が比較的多く堆積していた。イ三・二三・ イ五・

イ六・二六の抜取痕跡には柱根を支えた角材(17cm角 )の断片が 2本づつのこっていた。また ,

二四柱抜取痕跡では,径75cmの柱根がたおれており,それには貫穴が 2個所あって, 1個所に

は支えの角材をなおとどめている(ng。 19_1)。 イ六柱掘形の南壁とそれに接する左右壁には底

から約80cm上に轟風の掘込みを 6個 あけている。足掛け用の穴であろう(ng。 193)。 ハニ柱穴

には抜取痕跡がなく, 版築状に埋戻されていた(ng.19_2)。 この柱穴には柱が立てられず,東

側北 2間を吹放ちにしたのであろうか。礎石据付痕跡は, 方形掘形 (方27m,深 さ15cm)の 中

心にあたる位置に,径 lm程度に根固めの礫が散布する状態でのこっていた。なかに礫のまわ

りに小柱穴 (径20～30cm)を配するものがある。足場ともみられるが, 性格をきわめることは

できなかった。

SB7802は ,南面築地回廊の中層礫敷の改修時に増築されたもの。下層の雨落溝 SD7813と 礫

敷面を埋めて東西約 29m,南北約 8mの基壇を北側につけたし,東 。西側では 2.5m,北側で

は 2mをおいて中層礫敷として大粒の礫を敷きつめている (■g.17翌 o18)。 基壇はすでに削平

されているが, このことによって軒の出がわかる。南半はSC5600と 重複しており,集地回廊

の一部を開いて増築されたものとみてよい。南北方向の柱筋は回廊南側柱と一致し,SC5600

の南側柱とSB7802の 南側柱の間隔は 3.6m(12尺)であり,回廊南半を片流れの廂状に扱った

建物であることはあきらかである。また,柱抜取痕跡から出上した木簡によって,こ の建物が

天平勝宝 5年 (752)以後に廃絶したことがわかる。

SC550Cl  (PLAN 2・ 3・ 5～ 10。 20～24,PL 13～15,22～ 24・ 41・ 47・ 49。 71・ 76・ 78,80,84,

ngⅢ 20・ 21) 6ABS― E,6ABE一 M・ K,6ABR― Q・ P, 6ABD― C,D, 6ABQ― A・

B,6ABC― U・ V,6ABP一 A・ B,6ABO―DoE地区

第 1次大極殿地域の東面を画する築地回廊である。6ABR・ 6ABQ区では基壇の痕跡をのこ

している。6ABP・ 6ABO区では基壇の痕跡はまったくないが,雨落溝や木樋暗渠が存在して

いることからその存在が確められる。低地部 (6ABR,6ABE区 )の 地山が軟い青色粘質上の地

域と丘陵部(6ABQ,6ABD区 以北)の地山が硬い褐色粘質土・赤褐色砂質土の地域とでは, 基壇

形成の状況がことなっている。

低地に属する 6ABR―Q,6ABE― M地区における基壇断面をみてみよう ωg.21-1・ 2)。 ここ

でもSC5600と 同じく,は じめに整地土 (黄褐色粘質土)を広く敷いたのちに基壇の掘込み地業

を行なっている。掘込み地業は,中心に約 3m幅を掘りのこし,そ の左右に約3.5m幅の布掘地

業を行なう。掘りのこし部分は回廊の心にあたり,その幅は築地の幅をしめす可能性がある。

掘込み地業の深さは 30cmで 下部に礫混り上を撮き固め(厚さ25cm),上部に礫混り上・粘質土

を 3・ 4層に盛りあげる。この段階で掘りのこし部分と東西の積み土との高さが大体一致する

柱 掘 形

東面築地回
廊
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西 雨 落 溝

東 雨 落 溝

第Ⅲ章 遺  跡

と,つ ぎには築地回廊の全面にわたって上を積み,結局掘込み地業の部分では深さ 60cmの基

壇積土をとどめることになる。基壇上面の削平は著しく,基壇の東西縁に想定される地覆石抜

取痕跡を見出すことはできなかった。しかしながら,掘込み地業の外側 lm内外のところに雨

落溝 (SD3790,SD5575,SD5588)が あり,そ の間が回廊基壇となる。 このことから,SC5600と

同様に基壇幅を10,3mと することが可能となる。

6ABQ―A地区ではN120付近で地山に傾斜がつき,それ以南では掘込み地業を行ない,以北

については赤褐色礫混りの整地上のうえに版築して基壇をつくる (ng 21 3)。 さらにN140以北

では版築を行なわず,地山を削りだして基壇を造成している (ng 21 4)。 また,6ABQ― A地区

では第Ⅲ期の築地 SA3800が比較的良好にのこっており,その基底面が第 二。第Ⅱ期築地回廊

の床面と大差ないとするならば,西側の雨落溝 SD3790と の比高は60cm内 外となり,それが基

壇高をしめすことになる。

SD3790は 東面築地回廊の西雨落溝である。幅90cm,深 さ15cmの溝を掘り,幅500m内外に

礫をしくのであるが,礫敷は上下 2層 にわかれる。上層の礫敷は大形の礫を見切りの石列とし

て南北に 1列 にならべその内外にやや小粒の礫をしく。下層の礫敷はやや大粒の礫をしくにと

どまり,見切りの石列をもうけていない。ともに6ABR―D地区の中央では,第 Ⅱ・第Ⅲ期の東

西築地 SA3810の 盛上でおおわれている。6ABP・ 6ABQ― A・ 6ABR区では部分的にしか痕跡

をとどめないが,6ABE一M・ K区では比較的保存状態がよい (PL.24・ 48)。 SD5588は広場地

区を横断する東西溝 SD5590と の合流点から南下した部分の雨落溝である (PLAN.5)。 もっと

も古い石詰の盲暗渠 SD5555の後身として, 築地回廊を横断し, 東方へ排水する木樋暗渠 SD

5561,SD5560に つながっている。SD5575は東面築地回廊の東雨落溝であり,6ABE一M地 区

でしか痕跡をとどめていない (PLAN 6)。 幅65cm,深さ20cmの素掘溝で,若千の砂を混える

黄褐色上が堆積しており,その下で後述の足場 SS3795の 柱穴を検出した。

この時期の基壇の削平は著しいが,西側柱列の礎石据付痕跡 4,東側柱列の礎石握付痕跡 6

を確認し,回廊の棟通りが南端で W178,3であることがわかった (PLAN.5,PL.15,ng.20)。 基

壇に掘込まれた足場によって 回廊の柱位置を想定することが可能である。 SS3795は東面築地

回廊に設けた足場であり,築地回廊の建設にともなう工事用足場柱の痕跡とみられる。その配

列状況は,回廊の心から東西に 2.3mを へだてた位置に各々 2列 ならんで南北にのび,さ らに

1)足場の柱穴と小掘立柱建物・木塀・縁束・床

束などとを区別する条件としてつぎのようなも

のがある。 1.柱掘形は方形・円形をとわず小

さい。 2 SC5600でもそうだが, 殿舎地区の

状況からすれば,本建築の柱筋をさけた柱間の

中央に柱穴が規則的に配される。 3.規則的と

`И

ag・ 20 SC5500と SC5600の 礎石据付痕跡

1.SC5600ハ 四 2.SC5600ハ三

3.SC5600ハ 四

はいえ,方位や柱間寸法は本建築のように厳密

でない。このような条件をそなえた遺構を建築

の建設や解体などにともなう足場に比定した。

逆に足場をたどることによって,すでに消失し

た礎石位置などを推測することが可能である。
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第Ⅲ章 遺  跡

外方4.5mの ところに東西雨落溝に重複して,西側では 1列 ,東側では 2列の小柱穴列がある。

都合 7列 の足場は掘形の径50cm,深さ20cmで あり,柱間寸法は必ずしも一定しないが約2.4m

と約 2.lmと を交互に配し,梁間の柱筋をおおむね揃える。基壇上で近接している 2列には部

分的に重複するものもあり,前後 2回の作業にかかわるものであることがわかる。すなわち中

心寄りの古い列を造営時のものとみなしてSS3795Aと し,外側の新しいほうをSS3795Bと して

再建時の遺構に想定した。第 I期の築地痕跡はないが,6ABP―A地区の棟通り推定線上に 1間

分 (3m,lo尺)の南北に相対する柱掘形 (1,2× 09m)があり,こ れを築地にあけた門の親柱に

柱間寸法 想定することができるSB8233。 こうした足場と SC5600で確認した側柱の柱間寸法 (桁行458

m・ 15,5尺,梁間354m・ 12尺 )と は矛盾しない。残存する西側柱列を北へ延長 し, 6ABO―D地

区の東西溝 SD130を北面築地回廊 SC8098の南雨落溝として想定すると, 桁行総柱間は72間

(南北端各2間の柱間は各354m,延 324.79m),梁間 2間 (7,lm)と なり,南】ヒの心々距離は317.7
1)

m(1,080尺 )と なる。この場合基準尺は 29,41cmで ある。

SA3777  (PLAN,2・ 3・ 5・ 6～ 10・ 20～24,PL 14・ 15,22・ 23。 47,76・ 84,ng 22)

6ABE一 M・ K,6ABD― A・ D,6ABC一 U・ V,6ABO― D地区

掘立柱の塀

東面築地回廊 SC5500の東側柱筋に重なる南北塀である。未掘部分があるが,総柱間は65間

(307.3m)で あり,柱間寸法は 4.58m(15.5尺)を基本とするが,6ABD― C地区の第35・ 36柱穴

間と6ABC―U地 区の第52・ 53柱穴間は 2間分 (916m)を あけ,門の役割をはたしている。 な

お,『平城宮報告Ⅳ』で建物SB269と して報告した柱掘形は,SA3777の北延長線上にあって,

木樋暗渠 SD130が掘込んでいるなど, 共通点が多いので, SA3777にあらめた。南北両端は

それぞれ南北築地回廊心と5.2mへだたったことになり,少し広いがこの状態で塀の両端は南

北築地回廊の築地部にとりついたのであろう。柱の掘形は1.1～ 1.5mの方形または長方形を呈

H6840m のらしく,円形ないしは方形の柱痕

跡を容易に判別 しえた。掘形の埋戻

しは丁寧で版築のように嶋き固めて

いる。 SC5500の 基壇を掘りこんで

東西に横断する木樋暗渠が柱掘形の

直上に掘り込んでおり,木樋暗渠よ

ng。 22 SA3777の 柱根 1.第 3柱 (南から),2.第 4柱 ,3第 5柱  りも SA3777のほうが古い。

SD5555  (PLAN 5,PL.16,ng.23)  6ABS― E地区

築地回廊の東南入隅を南に横断したのち基壇のやや南を東へ流れて,南北溝 SD3765に 注ぐ

東西盲暗渠。全長18.8m,幅 50crn,深さ80cmの溝を掘り,大粒の礫をつめている。SC5600を

東西盲暗渠 横断する部分 SD5556は , 後の木樋暗渠 SD5561によって破壊されている。礫詰めの上面は東

端のほうが西端よりも65cm低い。

1)PLANでは推定柱位置を■でしめしている。

をδ
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SD5560  (FLAN 5,PL.16・ 17,ng.23)  6ABS― E地区

SD5555の 北約 lmを流れる東西木樋暗渠で, 全長247m。 西端はSD5561に つながり,東

端は開渠 SD5558につながる。はじめに溝 (幅12m,深さ60cm)を 掘り,木樋をすえて埋戻した

もの。木樋は角材に溝 (幅23cm,深 さ13cm)を くりぬいた樋 (長さ5m内外,38× 25cm角 )を 5本

つないだもの。継なぎの部分はソケット状に加工し,一端は雄形に削り出し,他端を雌形にく

りぬいている。また雌形の木口を水上にむけ,雄形の木口を水下におく。樋の両側には1.2m内

東西木樋暗

渠

南北木樋暗

渠

東西木樋暗

渠

外の間隔をおいて棧をおとしこむ

切りこみ (幅5cm,深さ2.5cm)を い

れ, 1本につき 3～ 5本の機 (長

さ28cm,3.5cm角 )をわたし,その

うえに全部で 9枚の板 (長さ2.8m

前後,幅31cm,厚 さ5cm)で 蓋して

いる。なお,両端の木田部では北

からの SD5561に つなぐために,

】ヒ側を45cmほ ど切りとっている。

東端と西端の落差 は 15cm。 西端

部が南北塀 SA5550の 柱穴にかさ

なっており,木樋のほうが新しい

ことがわかる。

SD5561  (PLAN 5,PL.16・ 17,

ng.23)6ABR― Q地区

築地回廊 SC5600の 東南入隅部

で南下し,南端を SD5560に つな

ぐ木樋暗渠。構造は SD5560と 同

じだが,こ の木樋は丸柱 (長さ605

m・ 6.30m,径45Cm)を 転用したも

のである。棧は 1本につき, 7本

おくが,蓋は著しく腐蝕し原形を
ag。 23 SD5560と SD5561の結合

とどめていない。南北の落差は12cmで ,南のほうが低い。

SD5562  (PLAN 4・ 5,PL.16・ 18,ng.24)  6ABR― Q。 6ABE一M地区

築地回廊東南入隅から東へのび,SC5500を横断する木樋暗渠で SD5561の北端と接してい

る。全長は 41.67mで , 7本の本樋をつないで東方の南北溝 SD3715に 排水する。木樋の構造

は SD5560と 同じだが,SC5500の 基壇部分では掘形を狭くして(幅85cm),長 さ6.2mの丸柱転

用材を 2本おく。その東方には,掘形を広くし(195m),長さ52m内外の角材樋(内法幅23cm,深

さ15cm)を おく。棧をわたして蓋をかけるのであるが, 蓋は腐蝕が著しく原形をとどめない。

西端では南面 。東面回廊の雨落溝をうけるが,築地回廊の東側では東雨落溝の水をうけず,東

雨落溝 SD5575は木樋の上部を通りぬける。 東西の落差は 29 1cmで , 東端のほうが低い。

SA3777の柱穴を掘込んでおり,木樋のほうが新 しいことになる。



東西木樋暗

渠

東西木樋暗

渠

第Ш章 遺  跡

SD5563  (PLAN 5,PL 18,ng 24)  6ABE一 Mナ也区

SD5562の北3.5mにある木樋暗渠で,全長13,25m。  西端では SD5588,SD5589を うけ,東

端は東西溝 SD5564につながる。丸柱転用の木樋 2本をつないだもので,上回 (幅15.6m)に機

をはめず,長さ2,35m,幅20cm前後の板を 3～ 4枚かさねて蓋する。西端では両側を約10cm

低くし,木口を板で塞いで上から水を受けている。東端では木口下面に礫をすえ,両側に板を

打ちこむ。東西の落差は 13cmで 東端のほうが低い。この木樋の上にも東雨落溝 SD5575が通

り,SA3777の 柱穴を掘込んでいる。

SD3770   (PLAN 7, PL.24・ 25, ng 25)  6ABR― P・ 6ABE一 Kナ也区

SC5500を 横断する木樋暗渠で,全長41.45m。 西端は西雨落溝 SD3790に つなぎ,東端はSD

3715に注ぐ。ただし,こ の暗渠と直接連続しないが西延長線上に東西溝 SD3779が あり,本来

は違っていた可能性がある。蓋のほとんどは腐蝕し,樋も著しく腐蝕し底部をとどめるにすぎ

ない。 7本の木樋をつなぎ,基壇下の 2本を丸柱転用材とし,それ以外は角材をくりぬいたも

のである。SD5562と 同じ構造といえる。東西の落差は24cmで 東のほうが低い。SA3777の 柱

穴を掘込んでいる。

以上, 5条の木樋暗渠の丸柱には同一の仕口穴があり,同時期のものである。

+
S41

+
W173
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ng。 24 SD5588に結ぶ SD5562(南 )と SD5563(北 )
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rlg。 25 SD3790と SD3770

SD3775   (PLAN 8, PL.28, ng.26)  6ABD― Dナ也区

築地回廊 SC5500を横断する東西溝。西は西雨落溝 SD3790と つながり,東方の南北溝 SD

3715につながる全長407mの素掘溝である。基壇部分は幅1,15m,深 さ70cmの溝で部分的に

凝灰岩の破片がのこっている。南方の状況からすれば,本来は木樋暗渠であり,疑灰岩片はそ

の据えつけ石であった可能性がある。 基壇の東方では素掘りの開果 (幅80Cm,深 さ40Cm)と な

り,基壇の東約16mか ら,長さ5.2mの石積暗渠となる。 暗渠には扁平な安山岩を用い,現在

底石と側石をとどめる。側石は北側で一部 2段目をのこすほかは,一段目の石しかのこしてい

ない。当初から溝の南北で地盤の高低差があったのかもしれない。 両側石の内法幅は40～50

cmで ,その掘形は両側の開渠部よりも広い (幅1,Om)。 この暗渠は後述する門SB3746の 柱位置

と対応しており,通路の部分のみを暗渠にしたのである(p89参照)。

SD8311  (PLAN 3・ 20,PL.78)  6ABC― V地区

西は築地回廊の西雨落溝 SD3790か らはじまり, 築地回廊 SC5500を横断し,中断部分があ

るが,東方のSD8327につながってSD3715に注 ぐ東西溝である。基壇部分では幅1,Om,深 さ30

ゼーチ     H6960m

ギ 匙

＋
Ｎ
生
員

東西溝と暗

渠

Ｗｉ５３
＋Ｗ‐５６

十

Ｎ

古
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ng。 26 SD3775と SB3746
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廊

柱間の推定

第Ⅲ章 遺  跡

cmと なり,中心の幅50cm部分と左右とは土層の堆積状況がことなっており,木樋部と裏込め

部分にわかれるようである。基壇上で第Ⅱ期の東面築地回廊 SC8600の 柱据付痕が掘込まれて

いる。また,東方のSD8327には第Ⅲ期の南北溝 SD8237,SD8239お よび南北棟建物 8B8325の

柱穴が掘込まれている。

SD8307  (PLAN 21,PL,78)  6ABC― V地区

SD8311の北 1lmの ところにある東西盲暗渠。断面V字形の溝 (幅80cm,深 さ40cm)を 掘り,

大粒の礫を詰めたもの。築地回廊の西雨落溝 SD3790の水を東側に排水する施設。

SC8098  (PLAN 2・ 24・ 33・ 34,PL.93・ 94) 6ABB― A,6ABO― D・ F,G・ 」・LoNoO・ R地区

すでに『平城宮報告Ⅱ・Ⅳ』で報告した東西石敷溝 SD130に よって 北面築地回廊を推測す

ることができる。SD130は陽続的に残存するが全長 185m,幅 80cmの 東西溝である。溝には

礫を敷き南側に見切りとして大粒の礫をなべ,そ の南側に小粒の礫敷面がひろがる。東端には

約12mにわたって木樋暗渠の痕跡があり,南北塀 SA3777の 柱穴を掘込んでいる。西端は西面

築地回廊推定位置の東約 10mで消失している。この SD130は SC5500,5600の 石敷雨落溝と

きわめてよく類似しており,やはり上下 2層にわかれる。北面築地回廊の南雨落溝であり,木

樋暗渠の長さは SC5500の東西幅とみてよい。以上のようなことから,破壊の著しい北面築地

回廊についても,南 。東面回廊と同じく基壇幅 10.8m,東西心々距離 176.6m(600尺),総柱

間41間 (内両端の各2間は東西築地回廊の梁間である),柱間寸法は桁行4.58m(15,5尺),梁間3.54m

(12尺 )と推定することができ, 回廊の棟通りは N269.5と なる。なお,後述するように中央部

分にSD244によって軒廊が復原できるので,中軸線上のユ間を北門にあてることができよう。

� 第Ⅱ期の遺構

SB7750A   (PLAN 14,PL.33・ 34,ng.273)  6ABR一 G,6ABQ一 D地区

第Ⅱ期の南門である。礎石据付痕跡や,基壇積上の痕跡はない。

門 南面と北面に基壇地覆石抜取痕跡 SD7772,SD7773がある。 それ

は,幅 70cm,深 さ20cm内外の素掘りの東西溝で,部分的に疑灰岩

片が散布する。東半分しか検出しなかったが,中軸線 (W267.0)で 折

返すと東西長 20.Om,南北幅 12.7mと なる。ただし,中央部 (長さ

1344m)は南・北面ともに1.05m外側に張りだしており,階段にあてることができる。第 I期

整地上の上に基壇を盛りあげている。階段の東西幅を門の桁行とすれば,3間 (13.44m)× 2間

(7.2m)の東西棟建物が想定され,柱間寸法は桁行4,48m(15尺 ),梁間3.6m(12尺 )とかんが

えられる。なお,こ の建物と後述する第Ⅲ期の SB7750Bによって中軸線が W267.0で あり,

門および南面築地回廊の心がN51.9であることがわかる。つまり,第 I期の南面築地回廊位置

から北へ100.lm移動しているのである。

SC3810A  (PLAN 2・ 8・ 14,PL.26・ 27・ 32・ 34・ 35,ng 27)  6ABR― G。 6ABQ― D地区

第Ⅱ期の南面築地回廊である。 6ABR―D地区の状況によると,基壇は第 I期礫敷面の上に

面築地回 直接積上げている。すなわち, はじめに幅約 5m, 厚さ20cmで粘土質の上を盛り, その上に

同質の上を薄くつむ。 さらに両側につ ぎたすようにして 2・ 3層をつみ, 結局礫敷面から 50

cmの高さに積上げて 回廊の床面にあてたようである。部分的に築地の盛土をとどめるところ

50

南
廊



もある。ただし,こ れは保存状況

のよい部分のことであって大部分

は削平されている。基壇幅は雨落

溝と足場によってわかり,また雨

落溝などによって,南面築地回廊

が南門 SB7750 Aか ら発して東面

築地回廊 SC8360に つながること

が裏付けられる。

東西溝 SD3778は SB7750Aの

北面階段の東端からはじまり,東

端が SC8860を横断する全長 844

mの 素掘溝 (幅50cm,深 さ20cm)

で,SB7750Aの 棟通りか ら北へ

6.9mへだたっており, 南面築地

回廊の北雨落溝に比定 しうる。な

お,東面築地回廊 SC8360を 横断

する部分は暗渠でぬけたものとお

もわれるが,顕著な遺構はない。

この SD3778に対応する南雨落溝

は痕跡をとどめていない。

SD3778に 北接 して東西 にのび

る足場 SS3805は ,19間 (689m)の

小さな東西柱列 (柱掘形の径50cm,

深さ40cm)で ,柱間寸法は 3.25～

4.Omと 不揃いだが,お おむね39

mにおさまるものが多い。北側の

足場であろう。足場SS3818は ,SB

7750Aの心から南へ 7mへだてて

東西にのびる19間 (68,91n)の小柱

列で, 柱穴およびその 位置は SS

3805に対応している。また柱間寸

法もSS3805と 同じ傾向をしめし

ており,南側の足場とみられる。後

述するSC8360と SB7750Aの 心々

距離は88,3mと なり,南面築地回

廊の全長 (東西築地回廊の心々距離)

は176.6m(589尺 )と なる。柱間寸

法を後述の北面築地回廊 SC6670
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東西築地回

廊

東 面 F日

版 築枠 板

雨 落 浦

第Ⅲ章 遺  跡

と同じく桁行3.9m(13尺),梁間36m(12尺 )とすれば,南面築地回廊の柱間数は中央に 3間の

南門をおいて,両脇に22間 (内 2間は東西築地回廊の梁間)配したことになる。

SC8360   (PLAN 2・ 3・ 8～10,20～ 24, PL 22・ 42,47～ 49,76～ 78,84・ 85, ng 28)
6ABP― A・ B,6ABC一 U・ V,6ABQ―A・ B地区

第 I期の基壇を踏襲した第Ⅱ期の東面築地回廊である。南方では遺構面が削平され,北方の

高地にしか遺構をとどめない。6ABP― A・ B地区では基壇積上の痕跡を欠くが,側柱列の礎石

据付痕跡と西雨落溝を検出した。礎石据付痕跡は径 lm内外, 深さ 20cm内 外の浅い掘形に安

山岩の根石をすえたもので,東側柱位置に 2個 ,西側柱位置に16個が残存した (ng 28-1・ 2)。

東側の 2穴は第 I期のSA3777の 柱掘形を掘込み,西側の 1穴が第Ⅲ期の東面門SB8310の 柱掘

形に掘込まれているので,両者の中間の時期に位置づけることができる(PL.77)。 その柱間寸法

は,B地区の北寄りの 1間が4.49m(15尺 )で あるほかは,3,95～ 4,Om(13.2尺 )の等間である。柱

間寸法を広くとる柱筋の東3.56mの ところで,1間分の柱穴 (掘形11× 14m)が南北にならぶ。

それは門の親柱であり築地にあけた門の存在をしめしているSB8230(ng 28 3)。 6ABQ一A地

区の北辺でも同様の掘立柱痕跡があり,こ の位置にも門 SB9223が存在したことになる。それ

は南の親柱にあたり,対応する柱穴を検出していないが,北方の

側柱列の柱間からすると,柱間66m(22尺 )程の一間門となる。

6ABC―V地区の南辺にある東側柱列相当の礎石据付痕跡によ

って,さ きの門の親柱位置を心にする梁間 2間 (7.2m)の回廊で

あったことがわかる。

6ABQ―A地区では第Ⅲ期の築地積土を除去して,築成時の

遺構を検出した。回廊の心をはさんで幅 1.5m程度の間隔をお

く小柱列 (柱間3m)SX9218が 断続的にみられ, しかも柱穴が重

複するところもある。この時期ないしは第 I期の築地版築時の

枠板支柱ともみられる。また,こ の小柱列と同位置に南北小溝

SD9219,SD9221が あり,枠板をすえた痕跡とみられる。 SD

8216は SC8360の西雨落溝(幅45cm,深さ20cm)で ,西側柱心か

ら2.5mはなれて南北に流れる。東北の入隅部から26.4m残存

するが,それ以南はのこっていない。この雨落溝によって基壇

幅が12m程度であったことがうかがわれる。

SB9223の南親柱位置はこの時期の郭内を南北にわける石積

擁壁SX9230の東延長線上にあり,東面中央門となる(PLAN10)。

SB9223と 北方のSB8230と の間には礎石据付痕跡があり,こ の

間は桁行10間 (40m)と なる。東面北門 SB8230の北側にのこる礎

石据付痕跡からすれば北面築地回廊 SC6670南側柱までの桁行

は10間 (40m)と なる。SB9223と 南面築地回廊とのほぼ中間,回

廊棟通り位置に 4穴の小柱掘形があり,その長さ51mを東面南

ng・ 28 SC8360礎石据付痕跡とSB8230の 柱掘形
1・ 2.礎石据付痕跡 3.柱掘形

ハ「<
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門SB9217に 比定することができる。SB9223と SB9217の間を11間 に割りつけると柱間寸法は

4.01mと なる。さらに SB9217か ら南面築地回廊北側柱位置までを10間に割りつけると,柱間

寸法は 3.95mと なる。このようにして東面築地回廊の総柱間数は48間 (門 3間,南北築地回廊の

梁間4間分をふくむ)に復原しうる。この場合,南北築地回廊の心心距離は 186,08m(620尺)と

なり,単位尺は 29,9cmで ある。

SC6670   (PLAN 3・ 24・ 27・ 32, PL.60・ 83・ 85, ng 29)  6ABP一 A・ G地区

北面築地回廊である。中軸線から東半で礎石据付痕跡と雨落溝を検出した。築地及び北側柱

列・ 北雨落溝は一条通りの道路敷にかかり,検出しえたのは南側柱列と南雨落溝である。基壇

の痕跡はまったくなく,上記の遺構は地山面で発見した。礎石据付痕跡は15個が断続的に残存

している。それらは SC8860の 場合と同じように方 lm内外の浅い掘形をともない,う ちに 2

～ 4個の安山岩の根石をとどめているが,なかには根石の抜きとられているものもあった。

柱間寸法は中軸線上にある中央間とその東 1間が4.48m(15尺 )で あるほかは,3.9m(13尺 )

等間である。これによって北面中央の問 SB7217が 3間 であったことがわかるとともに,北面

回廊の東半の桁行柱間は22間 (う ち2間は東面回廊の梁間)と なる。南雨落溝 SD8214は 側柱列か

ら南へ 2.75mへだたる素掘溝 (1幅50cm,深 さ10Cm)である。 G地区では痕跡をとどめないが,

A地区での残存状況は比較的よい。東北入隅部分で東西溝 SD8216と まじわり,SC8360を横断

する。SD8214の 南岸位置で断続的にならぶ小柱穴列 SS7222は約 4mの柱間寸法をもち,SC

6670の足場とみられる。6ABO― E地区の南辺に同様の小柱穴列 SS8096があり (PLAN 33),

北側柱の足場にあたる。

築地回廊の梁間については確認の手だてはなかったが,SC8360と 同じく幅12m程度の基壇に

梁間 2間 (7.2m)を想定することは可能であり,棟通り心は N237,98に 推測できる。東西築地

回廊の心々距離は南面築地回廊と同じく,176.6m(590尺 )に復原できる。 ちなみに単位尺は

29.9cmで ある。

�  第Ⅲ期 の遺構

SB7750B   (PLAN 14,PL.33・ 34)  6ABR―G,6ABQ一 D地区

第Ⅲ期の南門である。基壇の痕跡はないが,掘立柱痕跡をとどめる。

5間 (147m)× 1間 (5,4m)の 東西棟建物。柱間寸法は桁行中央間 3.9m

(13尺),脇間 3m(lo尺 ),端間2.4m(3尺 )と推定される。柱の掘形は方 1

m内外,深さ50cmで ,径50cmの 柱痕跡をとどめるほか,腐蝕の進んだ柱根をとどめるものが

ある。南面築地 SA3810Bの 北雨落溝 SD3778の西端がロー柱の東1,8m(6尺)で とまる。

東 面 南 門

北面築地回

廊

柱 問 寸 法

Ｎ
ｌ
ｉ
工
員

ng。 29
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南 面 築 地

第Ⅲ章 遺  跡

SA3810B   (PLAN 2・ 8・ 14., PL.26・ 27・ 34・ 35, ng,27・ 30)
6ABR― G・ P,6ABQ― B・ D地区

第Ⅱ期の SC3810Aを 踏襲した南面の築地塀である。現在,土塁状の高まりをとどめる部分

(黒色礫混り上)は中近世に盛りたしたもので,築地幅をしる手掛りをとどめていない。築地基

壇は第Ⅱ期の回廊基壇を南北とも約 4m縮め,幅 5m程度の基壇に改修 したようである。それ

は南北の雨落溝によって推測できる。北雨落溝 SD7796は南門SB7750B棟 通りの北側 3mに位

置する幅 lm,深 さ25cmの素掘溝で,部分的に護岸の安山岩列をとどめている。中軸線の東

33mで 南北溝 SD7131と まじわる。南雨落溝 SD7804は D地区で比較的良好にのこっており,

やはり南門 SB7750棟通りの南側 3mに位置する同規模の素掘溝である。

SB7770は 中軸線の東27.lm(90尺)へだてて,SA3810の心に設けた 1間の関である。柱間

寸法は 3.9m(13尺 )。 柱の掘形は方 lm,深 さ 30cmで ,径 50cmの 柱痕跡をとどめている。こ

の柱位置によって築地心がきまる。

築地の 2個所に凝灰岩で組立てた南北暗渠を設けている。SD3815は東南の入隅付近にある

暗渠である (a.30)。 tt I期 の礫敷面に達する幅1,7mの掘形をほり,内 に凝灰岩の暗渠を組む。

すでに南北の出入口は破壊され,長 さ1.55mの部分をとどめるにすぎない。凝灰岩は基壇石を転

用したもののようで角に溝を刻むものをふくむ。底石(4枚 )は方50cm,厚 さ10cmの 材である。

側石 (西側5枚 ,東側4枚)に は長さ50cm,幅 30cm,厚 さ10～ 20cmの柱状石を主に用いる。蓋

石 (4枚)は長さ55cm,幅 25cm, 厚さ20cm程度のものを用いる。 そして, 内法で幅37cm,

高さ27cmの 暗渠を組立てる。掘形内は石居や土器・瓦片をふくむ上で埋めもどしている。 こ

うした残存部分は築地の北側にあるが,本来は基壇の全幅を横断していたものとみられる。南

北溝SD7131の 築地横断部分も暗渠 SD7799が ある。それはSD3815と 同じつくりであり,築地

心から南の部分がのこる。基壇石の転用材をふくむ側石と底石を 6枚 とどめている。

煮~可
r

ag。 30 SD3815実測図

門
:手そ二ξと犠,夕耳むと称3♭H蛾 慨 静昆 圏
35cmの柱痕跡がある。南脇間の柱穴は検出していないが,3間 ×2間の門とみてよい。3間の

門とするとその南】btt N157は 南面築地の心から北105,lm(350尺), 推定北面築地の心から南

80.98m(270尺)にあたり,宮殿地区の壇上に通ずることになる。 なお,妻柱筋は東面築地 SA

3800A・ Bの中心にあたる。また,イ ニとハ三の柱掘形が第Ⅱ期の SC8860の礎石据付痕跡を掘

込んでいるので,SC8360よ りも新 しいことがわかる。

●
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SA38CXIA・ B   (PLAN 2。 3・ 8～ 10・ 20～23,PL.22・ 47～49,76・ 84,ng,21・ 31～32)

6ABQ― A・ B,6ABP一A・ B地区

SA3800Aは 第Ⅲ期当初の東面築地である。第Ⅱ期の東面築地回廊をひきつぎ, 回廊部分を

撤去したのであろう。6ABQ一 A・ B地区においては土塁状の地物として現代まで残存してき

た。遺構としては築地のほかに雨落溝 。暗渠がある。築地の積土は比較的固く茶褐色を呈する

砂礫上で,版築をしめす縞状の層序はみとめられず,第 Ⅱ期の築地を踏襲したのか第Ⅲ期に築

きなおしたかについては判然としない。そしてまた,崩壊土と本体との識別も困難である。全

体に東側からの蚕食が著しいが,の こりのよいところでは 1～ 0.6mの高さをとどめる。

この時期の殿舎地区6ABP一B区を横断する東西玉石溝 SD6607は ,築地部で暗渠 SD8309と

なって東方にながれるが,第 Ⅱ期の築地東側柱筋で玉石溝がおわり,それ以東は暗渠にかえて

いる。そして,SB8310の棟通り筋の西 70cmの ところに人頭大の安山岩がならぶ (PLAN20)。

これが恐らく築地の地覆石になるのであろう。SB8310の北側には地覆石想定線上に,寄柱据

付痕跡とみられる掘形が 4間分 (12m)の こっている。同様の例は東西塀SA6624の築地取りつ

き部でみられ,こ こでは東西塀 SA6624の 柱掘形のうえに重複して地覆石がならび,第 Ⅱ期と

同じく築地基底幅が1.5m内外であったことがうかがわれる (ng.31)。

築地心の西2.6mに ,西雨落溝 SD8226が聯続的にのこっている。大部分は幅60cm,深さ30

cmの素掘溝であるが,安山岩の護岸をとどめるところもある。6ABP―A地区では雨落溝がL

字状に折れて凝灰岩暗渠 SD8227で築地をくぐりぬけている。それは幅 lm,深さ40cm程の掘

形に凝灰岩板石を組立てて暗渠にしたもので,現状では長さ lmにわたって底石 3枚と側石 6

枚をとどめ,工法は南面築地の場合と同じである (ng,32)。

6ABP―B地区の犬走り上に,一種の暗渠施設 SX8332が ある。平瓦 7枚を凹面を上にして南

北方向にならべ,その上に丸瓦 6枚をつないでふせたもので (長さ227m,幅 30cm),こ れにと

りつく溝などは検出していない。築地に設けた門にかかわる施設であろうか (ng.33)。 この時

ag。 31 SA3800の 地覆石

―
N

東 面 築地

築 地 の幅

西雨 落溝

渠

ng。 32 SD8227実測図

ag。 33 SX8332実測図 重             掘
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付 属 屋 期に必ずしも限定できないが,築地に添って建つ付属屋がある。6ABD一 C地区にある南北棟建

物SB9216は ,4間 (lo 8m)× 1間 (3m)で小柱穴の柱間寸法は2.7m(9尺)である。6ABP一

B地区にある SB8242は人頭人の安山岩を礎石にしたもので, 7間 (107m)× 1間 (15m)に

復原でき,柱間寸法は不揃いだが 1.5m内 外となる。

以上のことから,東面築地 SA3800Aは 第Ⅱ期と同じく南北築地の心々距離が 186.08mであ

り,中心に基底幅1.5m(5尺)の築地を築き, その左右に2.lm(7尺 )の大走りをつけて,雨

落溝を設け,犬走りには小規模な付属屋が設けられていたことが想定できる。

SA3800Bは 築地の崩壊後に土塁に改変したもので,6ABD―A・ B地区において観察でき

た。すなわち,築地本体および崩壊上の両側に土を積みたして,断面がカマボコ形を呈する基

底幅4.5m,現状での高さ90cmの上塁に修築している (ng 21-3)。

SA7223, SA7224, SA7225, SA6635   (PLAN 27・ 32,PL.60)  6ABP― A・ G地区

北面築地は未掘であり, 第Ⅱ期の築地をうけつぐものと想定せざるをえないが, SA6670B

の番号を与えておく。 ただし, 北面築地にともなう遺構は検出した。SA7223,SA7224,SA

7225は いずれも中軸線 W267.0を またぐ木塀で,柱穴が小さなことから仮設的なものとみられ

る。SA7223は 2間 (7m),SA7224は 3間 (9m),SA7225は 2間 (6.6m)で あり,第Ⅲ期北門

の目隠塀とみられる。SA6635は 北面築地の東半部中央にある 3間 (35m)の 塀。北門の目隠

塀にくらべて柱穴は大きく,方50cmの 掘形をもつ。第Ⅲ期北面東門の目隠塀であろう。

目 隠 塀

B 殿舎地区

第 1次大極殿地域の北辺,東西約110m,南北約90mの 範囲 (6ABP区)を 殿舎地区とよぶ。

この地区は,調査前から南に接する広場地区よりも約15～1.3m高い壇状を呈しており,その

うえで多数の建物を検出した。壇は地山を削りだして造成した創建時のものと,後に南方へ拡

張した新 しい時期のものとが重複しており,現地形は拡張以後の地形にしたがっている。

壇の上面には黄褐色を呈する小礫を一面に敷きつめ,こ の整地面から建物等の遺構を検出し

てる。ここでは創建時の遺構を第 I期にあて,拡張以後の遺構を第Ⅱ oⅢ期とした。第Ⅱ期と

第Ⅲ期の区別は遺構の重複関係や計画性によって行なう。以下,検出した遺構を第 I～第Ⅲ期

に大別し,それぞれの時期にぞくする遺構をまとめて説明することにする。

i tt I期 の遺構

SX66CXl  (PLAN 2・ 3・ 25。 29, PL 43・ 44・ 61・ 62・ 75, ng。 34・ 35)

6ABP― B・ D,6ABQ― A地区

赤褐色粘質土の地山,つ まり舌状に南へのびる奈良山丘陵の一文脈の末端を東西一直線に切

婚積擁壁 り崩し,上部を削平して広大な壇 (約200a)をつくる。壇の前面は第 1次大極殿地域の中軸線

W2669か ら東へ49.2mの び,こ の地点から内角117度 5分の角度で東南に折れ,109mの びた

ところでまた30度ほど北に折れ曲る。第 2の折曲点から12.4mの びたところでまっすぐ南に折

れ曲り,162mの びてとまる。壇の前面は約70度前後の傾斜面をなし,外面に導積みの擁壁を

築いている。

5δ    ヽ
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敷礫

埠の積み方

掘立柱階段

基壇石の抜取痕跡によって推定される大型の建物である。

大型建物 】ヒ面の地覆石抜取痕跡 SD7165は ,6ABP― G地区の南寄りに

ある幅 1.lm,深さ10Cm内外の浅い東西溝で,中央とその左

右の 3個所で北に向ってコ字形に突出している。溝の深さは

場所によって若干ことなるが,底はおおむね平坦である。こ

の溝の南寄り部分の堆積上が暗黄色粘上に微量の瓦片や小礫

第Ⅲ章 遺  跡

埠積擁壁は第Ⅱ期の拡張時にとりはずされ,大半のところでは下部の1・ 2段をのこすか,抜取

痕跡しかとどめていない。 6ABP一D地区では, 3mにわたって 7段の導積みを とどめていた

が,それがもっとものこりのよい部分であった。簿積みは長方形媒の長側面を外に向けて平積

みにしたもので,工字形の目地を呈している。地山の壁体にもたせかけるようにして積んでい

るが,最下の平坦面と裏側に粘土を薄くつめるほか, 簿と埠の間に粘土などをはさむ ことは

ない。折曲点における積み方は,導が抜き取られているか一段しかのこっていないので,不明

である。ただし,南進する6ABQ―A地区では短側面を外に向ける埠が 1個あった。長さをそ

ろえるためであろうか。6ABP―D地区では,簿積みの前方に 5cmの間隔をおいて幅 8cm内

外の溝 SD6602が あり,その長さは約21mに達している。これを導の据付痕跡とするならば,

擁壁の基部に地覆状の導積みをくわえたことが想定される。

導積擁壁の南側は厚さ 5～ 10cmの礫敷面となり,その上面に崩れた簿片や若千の上器類,瓦

片などが散布していた。壇の高さはのこりのよいところで1.85mを とどめるが,本来は 2mを

こえるものとおもわれる。6ABP一B地区における第 3の折曲点以南は次第に低くなって,壇下

の広場に通じる。この東面する導積壁と築地回廊の間が,一種の斜道SF9232Aと なる(■g34)。

その東限を仮りに東面築地回廊 SC5500の 西雨落溝 SD3790にあてるとするならば,幅員は16

m程度であり,か りに壇の高さを標高72.4mと して,SF9232Aの南側礫敷の標高70.6mを差引

くと,比高が1.8mとなるゆるやかな斜道を想定できる。

SX6601   (PLAN 29, PL.63・ 64, ng.35)  6ABP― D地区

簿積擁壁 SX6600直下のバラス敷を除いて検出した東西 2間 (55m),南北 1間
 躙

(1.69m)の 掘立柱階段である。擁壁に接する北側の柱穴は,方80cm内 外の掘形に

径約40cmの柱痕跡をとどめる。掘形の北辺は導積擁壁の下にあり, 埠を積上げる前に柱が立

ったことをうかがわせる。南の柱掘形は長方形 (06× 16m)を呈し, その北辺に径26cm内外

の柱痕跡をのこし,中央柱穴の左右におのおの小柱穴をともなう。中央の柱位置は中軸線にの

っており,階段の遺構とみられる。ただし,博積擁壁に木製階段がそぐわないことや,礫敷面

から柱痕跡がたどれなかったことからすると,建設時における仮設的な木製階段であった可能

性もある。なお,発掘時においてこの部分の埋上が左右よりも固かったことからすると,木階

の廃絶後に上を心とする階段を設けたこともかんがえられる。しかし,それを積極的に証粥す

るほどの遺構ではない。

SB72∞    (PLAN 3・ 31・ 32, PL.68, ng.36)  6ABP一 F・ G地区

あるいは凝灰岩片を合んでいるのに対して,北半部は黄褐色粘質上で雑物をふくまない。両者

の違いは必ずしもはっきりしないが,後者が前者に掘込んでいることはあきらかである。この

ことから,後者が凝灰岩の基壇地覆石を据えつけたときの遺構であり,前者が地覆石を抜取っ
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たときの痕跡であることがわかる(ng 36)。 突出部の幅約 5m,

出約3.5mで ,中央と左右の心々距離は約15mと なり,突出部は

階段の痕跡とみられる。なお,中央階段の心は中軸線 (W2670)

と一致している。

北面の地覆石抜取痕跡から28.5mに南面地覆石の据付痕跡 SD7167が ある (6ABD― F地区)。

幅1.2mの東西溝だが,の こりがわるく中央から西へ 7m程度しか残存しない。北面の SD7165

にくらべて浅く,かつ第Ⅱ・Ⅲ期の建物SB7151,SB7178の大型柱穴が掘込んでいるため詳細が

不明である。この溝の南狽1にある幅 1lm,出 35mの コ字形溝は,南面の階段痕跡であろう。

わずかにのこった痕跡から,東西長35m以上,南北幅29,5mの基壇には,階段幅から類推さ

れる桁行柱間寸法 5m(17尺 )の建物がたっていたことになる。わずかにえられた数値は恭仁宮大

極殿とよく類似している。 後述するようにS B7200を恭仁宮へ移建した平城宮大極殿にあてる

が,建物の平面プランは恭仁大極殿よりも一回り大きくなる。その場合,建物規模はつぎのよ

うに想定できる。桁行 9間 (451m),梁 間 4間 (207m)の四面廂付建物で,柱間寸法は身舎の桁

行17尺 (50m)梁間18尺 (53m)と し,廂の出は17尺 (50m),基壇の大きさは 53.lm(180尺 )×

29.5m(100尺 )に復原できる。この場合の単位尺は29.5cmで ある。

SB8120  (PLAN 2・ 34,PL.91)  6ABO― E。 」地区

『平城宮報告ⅡoⅣ』で報告したところであるが,6ABO―」

地区には北面築地回廊南雨落溝SD130と L字形につながる石

敷溝SD244と その下層の東西溝SD242がある。SD244は回廊

の雨落溝の場合と同じく,大粒の礫を敷き見切りの石をなら

べ外方が小粒の礫敷面となる。石敷溝の西縁は中軸線の東

2.2mで SD130の 南縁から5m南へのびて,東へ折れる。SD244の西側の対象位置は土嫉 SK

8118に よって破壊されているが, 同様の施設をかんがえることは可能である。 このことから
｀
SD130に とりつくSD244と SD242は 回廊北門に至る軒廊基壇 (幅44m)の 地覆石据付痕跡と雨

落溝に推定できる。

東へ折れた SD244は 約 3mの びたところで土壊 SK8079に よって破壊されている。しか し,

E地区の南辺,中軸線の東25mの ところに南北石敷溝 SD8103が ある。SD8103は 長さ1.4mし

か検出していないが,SD244と 同様の溝であり東側に礫敷面がひろがるので,SD244と SD8103

原 を雨落溝とする建物基壇が想定できる。 仮りにこの建物が前方の SB7200と 桁行の柱間寸法を

える揃桁行 9間 (451m)と するならば,基壇の出は23m(8尺 )ほ どとなる。一方,梁間につい

ては手掛りを欠くが,SB7200と 同じく4間 (20,7m)と し,基壇の出を 8尺 (2.3m)に 想定 して

おく。この場合,基壇の大きさは49,7m× 25mと なる。

SB6680   (PLAN 29,PL.52)  6ABP一 D地区

SB7200の南側にある 9間 (45,3m)× 1間 (6m)の 東西棟建物。

仮設建物 桁行の柱間寸法は東から2・ 5。 8間 目を5.5m(18尺)と し,

他を4.8m(16尺 )とする。柱の掘形は方80cm内外で,第 Ⅱ期建物 SD6611の 柱掘形によって破

1)中谷雅治ほか「恭仁京跡昭和52年度発掘調査
概要」『埋蔵文化財発掘調査概報」京都府教育委

δ0

員会,1978,p.24
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壊されている。中央間とその 2間おいた両脇間の柱間寸法は SB7200の面北階段幅と同じであ

り,位置もそろい,あ る時期の SB7200の南面には 3道の階段があったことが類推できる。こ

の建物は柱掘形が小さいので仮設的な建物であろう。

SB6605  (PLAN 29,PL.52)  6ABP― D地区

SB6680と 重複する 7間 (21m)× 2間 (6m)の東西棟建物で ,

東西に廂がつく。第Ⅱ期建物 SB6611お よび第Ⅲ期建物 SB6620

の柱掘形によって著しく破壊されており,柱掘形の片鱗しかと

仮設 建 物

どめない。柱間寸法は必ずしも正確でないが, 桁行・梁間とも 3m(lo尺)等間である。柱の

掘形は方1.2mで SB7200の 南面階段位置に重複しているので,第 二期のなかでも新しい時期に

位置づけられよう。

SB6636   (PLAN 29, PL.52)  6ABP一 D,也区

SB7200の 東南に位置する4間 (11.3m)× 4間 (118m)の 総柱遺構。柱掘

形は 60× 80cm内外と若千小さい。この場合,建物の上部構造については二

通りのかんがえ方がある。その 1はたとえば舞台のような仮設物に想定する。

その 2は足場とかんがえて 3間 (9m)× 3間 (9m), 10尺 (3m)等間の礎

総 柱遺 構

石建物を想定する。いまのところいずれともきめがたい。第Ⅱ期の建物 SB6611と第Ⅲ期の建

物SB6620の 柱掘形が掘込まれている。

SB6643  (PLAN 29,PL.52)  6ABP― D地区

SB7200の 西南に位置する4間 (11.8m)× 4間 (11.8m)の 総柱遺構。北西部は未調査区にのび

る。柱穴の大きさは SB6636と同じであり,同様の 3間 (9m)× 3間 (9m)の総柱遺構が想定

できる。SB6636と は中軸線をはさんで対称位置にあり,両建物はSB7200の 殿前に建つ舞台な

いしは亭の類であろう。

SB7164  (PLAN 32,PL 67)  6ABP― G地区

SB7200の 西階段の北側にある小建物。 2間 (4.9m)× 2間 (59m)で あり,柱

間寸法は南北が295m等間であるのに対して,東西では3.4m+1.5mと 不揃いで

ある。柱穴も小さく,建設時の仮設建物であろうか。第Ⅱ期の建物 SB7152の柱

掘形が掘込まれている。

仮設 建 物

五 第 Ⅲ期の遺構

この時期の建物群は,中軸線W297の上に軸線をそろえる中央建物群,その東方にあって東

西棟建物を主とする東第 1建物群,さ らに東方にあって南北建物を主とする東第 2建物群の 3

列に大月」することができる。

SX9230  (PLAN 17,PL.43・ 44,ig,34・ 35) 6ABQ―A地区

殿舎地区の壇を南へ拡張したときの石積擁壁である。この部分は近世の地下げが著しく,か 石積擁壁

つ現在構内道路敷として利用しているので,約 9mの範囲しか調査していない。

拡張部分は第 I期の礫敷面上に厚さ 15cm内外の黄褐色粘質上をしき, 第 I期の簿積擁壁か

ら18,3m南 (N144.5)の ところに東西方向に人頭大の安山岩をすえつける (ng 34)。 安山岩は

最下部 1段のうち 4個 しか残存せず,他は安山岩の抜取痕跡によってその存在をしる。東端入

δど



埼積擁壁の

埋立

第Ⅲ章 遺  跡    ―

隅部分はわずかに南に曲って第 I期の簿積擁壁にとりつく。6ABP一BCD地 区における導積

擁壁 SX6600廃棄後の埋立て状況をみると,壁面に近いところでは礫敷面の上に瓦導や土器片

を混える暗褐色粘質上があり,小礫混りの上が瓦層になって南へ低く堆積する。まさに上方か

ら土砂を崩しおとした状況である。 この埋土が壇の上端ないしは それに近いところに達する

と,その上部に粘りのない黄褐色の埋土が一様にひろがる (ng.35)。 埋土には若千の礫をふく

むだけで,遺物をふくまず,層状にわかれない。一気に埋立てたのである。

6ABQ―C地区の北辺に凝灰岩片がかたまって散布するところに SX7138があり,擁壁に凝

灰岩を用いた部分もあったとおもわれる。石積擁壁の高さは不明だが,後方の遺構状況からす

れば1.8～ 2mの 高さを想定しなければならない。

南の広場から壇にのぼる斜道 SF9232Bは 第 I期の規模を継承するが,すでに路肩の埓はぬ

かれており,土披のような状況であったろう。

SB6610  (PLAN 29,PL.50～ 54・ 65)  6ABP― D地区

中央建物群 の前 面 に位 置す る 9間 (2685m)× 4間

(11.95m)で 総柱の東西棟建物。柱間寸法は桁行・梁間と

もに10尺だが,基準尺は桁行で 29,99cm,梁間で 29,83

cmと なる。方 1.5m内外 ,深 さ lm内外の柱掘形に径50

cm程度の柱痕跡をとどめる。 なお, 南狽1柱列と石積擁

壁 SX9230と の距離は13.4m(45尺 )と なる。

SB6611   (PLAN 29, PL.50～ 54・ 65, ng,37)

6ABP一 D地区

中央建物群の南から2棟目にある 9間 (2685m)× 3間 (8,95m)で 3面に廂がつく東西棟建

物。南廂は 1間だが,東西の廂は 2間である。柱間寸法と柱穴の状況は SB6610と 同じで,柱

筋も一致し, 2棟の建物は2.98m(lo尺 )しか離れていない。身舎の中央柱筋に小柱穴 (掘形70

×50cm,柱痕跡径30cm)が ならび,床のあったことがわかる。 この建物の直上に第Ⅲ期の建物

SB6620がかさなり, 多くの柱穴が破壊されている(ng,37)。

0「
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SB6610と SB6611の 柱間をぬって 8間 (238m)× 5間 (15m)の 総柱遺構SS6642が あり,足

場に想定できる。柱間寸法はおおむね 3m(lo尺 )内外だが不揃いである。方55cm,深 さ20cm

内外の柱掘形に径25cm程度の柱痕跡をとどめるものもある。SB6610の 南 3間分については著

しく削平されており,柱穴が消失したものとみるならば,当然SB6610と SB6611は 一連の建物

として建設されたことになる。

SB7150  (PLAN 31,PL.65・ 66)  6ABP一 F地区

中央建物群の南から3棟目に位置する。9間 (268m)

×5間 (15m)で ,梁間 3間 の身舎の 4面に廂がつく東西

棟建物。柱間寸法は10尺 (桁行298m,梁間3.Om)の 等間

である。柱掘形や柱痕跡の状況は SB6610と同じ。身舎

のハ五,二五に梨間を 3間にわける柱穴がある。この 2

個の柱穴掘形は 1.5× 0.6mの長方形を呈し,柱痕跡も径

40cmなので身舎の間仕切柱であろう。 また,身舎の工通に 7間分の小柱穴があるが, これは

床束の東柱穴とおもわれる。ただしその対称位置の南妻柱筋には小柱穴を検出していない。北

側柱の外側 2.5mの位置に柱筋をそろえる柱列がある。縁東ないしは階殷の遺構であろう。

SS7185ィよSB7150の足場である。 8間 (247m)× 5間 (1605m)分 の総柱遺構で,方40cm

内外の小柱穴からなる。南に接するSB6611と は29.6m(lo尺 )しか離れておらず,足場を別に

するとはいえ,一連の建物であったことがうかがえる。この建物の南側柱列には第Ⅲ期の建物

SB6620,東西の入側柱列にはSB7173と SB7172の 柱掘形がそれぞれ掘込まれている。

SB7151A・ B   (PLAN 32,PL.67・ 69,ng.38)  6ABP―G地区

SB7151Aは 中央建物群の南から4棟目の建物であ

る。SB7150の 北側 5,92m(20尺)をへだてて位置する

9間 (269m)× 2間 (5,9m)の東西棟建物。 柱間寸法

は10尺 (桁行2.99m,梁間2.95m)等間である。柱掘形

(方1.5m内外,深さ12m)に は,径50cm程度の柱抜取痕跡がある。南側柱列の柱穴に第Ⅲ期の

場

殿

ヘ
　

ホ
　
一一
　

ハ
　

ロ
　
ィ

後 方 建 物

ng。 38 SB7151A・ B柱掘形の重複
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建物 SB7170の 柱穴が掘込まれている。SS7161は SB7151Aの足場で,身舎から南側柱列をは

さんで 8間 (238m)× 2間 (58m)の 小柱穴列 (方40cm)を 配する。

SB7151Bは SB7151Aを約 60cm南へ寄せて建替えたもの。9間 (26,9m)× 2間 (5,9m)で ,

柱間寸法は桁行・異間とも2.97m(lo尺)等間。柱の掘形は方15mで ,柱根をのこす柱穴が 5個

あり,う ちのこりのよい北側柱東端の柱根の径は30cmで ある。SS7120は SB7151Bの足場で ,

多少不揃いだが,身舎から南側柱列をはさんで 6間 (2085m)× 2間 (5,9m)の 小柱穴列 (方30

cm)を配〔ノている。SB7151A・ Bの柱穴に第Ⅲ期の建物SB7170の 柱穴が掘込まれている。

SB7152  (PLAN 32,PL.66～ 69)  6ABP一 G地区

新しい足場

後方建物
 】ヒ岳争岳盈岳電二ど(11lR孔縫勇盈野懸:F:音;予与こ

 とことこ[iIここことこ:こここ:
(5,94m)の 東西棟建物。柱間寸法は10尺 (297m)等 間で 十 九 八 七 大 五 四 三 ニ ー

ある。柱掘形は方1.4m,深 さ1.1～ 1.3mを呈し,柱穴イ七に径 44cmの柱根をのこす。桁行の

四通の柱筋に小柱穴 (方50cm)2個をもうけ,異間を1.47m(5尺 ),3m(lo尺 ),1,47m(5尺 )

に分割している。間仕切りの柱であろう。ただし,身舎の柱筋とそろっていないので,改修時

のものかもしれない。SS7227は SB7152の南側 2.5mの ところにある足場。 8間 (239m)の小柱

穴列 (方35cm)で ある。

SD661D8  (PLAN 25～ 27,PL 54・ 65。 68・ 69。 70)  6ABP― D・ FoG地区

中央建物群の東2.8mをへだてて流れる石敷の南北溝 (全長665m)。 北方のSB7152の 東側で

石 敷 溝 1ま破壊されて痕跡をとどめないが,南端は東西溝 SD6609につながって東へ流れる。幅1.lm程

度の掘形に,幅 45cm内外に敷詰めた安山岩の石敷が部分的にのこるだけで, 側石は撤去され

ている。石敷には 30× 20cm程度の扁平な安山岩を主に用い,部分的に凝灰岩や埠片を敷くと

ころもある。底石の高さは北端 (標高7318m)に くらべて南端 (標高7265m)の ほうが低く,北

から南へ流れていたことがわかる。

G地区では第 二期の基壇地覆石据付痕跡 SD7165を掘込んでおり,17.3mにわたって溝の幅

が1.8mに広がっている。 F地区では第Ⅱ期の建物 SB6650の 柱掘形を掘込んでおり,建物の建

築後にこの溝が設けられたことがわかる。また,第Ⅲ期の足場が掘込まれており,第Ⅲ期には

下 らない。D地区では第 I期の足場 SS6636が この溝底から検出された。

SD7163・ SD6618  (PLAN 27・ 23・ 32,PL.58・ 69・ 83) 6ABP― A・ G地区

SD7163は SB7152の 北1.9mをへだてて流れる素掘りの東西溝。幅30～ 60cm,深さ4cm。 東

東西素掘溝 方は削平されて消失するが, 約25m東で検出している東西溝 SD6618につながるとみてよい。

西端は発掘区西辺で南に折れ,南北溝SD7162につながる。SD6618の東端は同時の建物SB8215

の北東で南に折れてSD8211につながる。なお,南北溝 SD6608の北端がこの溝とT字形に交る

可能性が大きい。直上に第Ⅲ期の東西塀 SA6626の柱穴が掘込まれている。

SD7162  (PLAN 32,PL.69)  6ABP― G地区

SB7152の 西妻柱列の西1.8mをへだてて流れる素掘りの南北溝。幅50cm, 深さ 7cm,長 さ

南北素掘溝 10.lm。  この溝と東西溝SD7163と は中央建物群の北辺を画する役割りをはたすとともに,SB

7152の雨落溝をかねている。SD7163の西端よりもSD7162の南端のほうが18cm深 く,かつSD

7163は発掘区外の西方に流路をかかえるようであるから,西南方に排水したことがわかる。

δrF
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SB6640  (PLAN 25,PL.54)  6ABP一 B・ D地区

中央建物群と東第 1建物群との間に介在する 3間 (10,8m)× 2間 (6m)の

東西棟建物。柱間寸法は桁行が3.6m(12尺 )等間。梁間は 3m(lo尺 )等間。

柱の掘形は方 1.2m,深さ lm内外。北側柱の 2柱穴に柱根があり,の こり

東 渡 り廊

のよいもので径33cmで ある。南側柱列の柱穴は他よりも50cmほ ど深 く,凝灰岩や博などを礎

板に用いている。このあたりは導積枕壁 SX6600の埋立地で地盤が弱かったからだろう。

北側柱列中央柱間に溝状の掘形 (隔92cm,深 さ30cm内外)カベある。左右の柱掘形よりもさきに

掘られているが,柱筋に一致しているので SB6640の 付属施設に想定した。この建物は西側の

SB6610の 中央間 2間および東の SB6660A・ Bの身舎と柱筋をそろえており, さらに両建物と

それぞれ10尺 しかへだたっていないことから, 2棟の建物をつなぐ廊のような役割りをはたす

ものとおもわれる。イニ柱掘形に第Ⅲ期の建物 SB6622の西廂の柱掘形が掘込まれている。

SD6609   (PLAN 25, PL.54)  6ABP― BoDチ也区

SB6640の 北2.lmを流れる石敷の東西溝。西は南北溝 SD6608に つながり,交叉点から東2.5東 西

mまでは扁平な安山岩を敷いた底石をとどめるが,それ以東は敷石の抜取痕跡 (幅70Cm)に よ

って,長 さ13m程度の流路があったことがわかる。東端は漸次消失するが,SB6640と SB6660

との間を南下するのだろう。

SB6650  (PLAN 26,PL.57・ 65)  6ABP― A・ F地区

中央建物群と東第 1建物群との間に介在する 3間 (10.8m)× 3間 (9m)の

建物。柱間寸法は桁行3.6m(12尺 )等間,梁間 3m(lo尺)等間である。柱の

掘形は方1.4m,深 さ0,75～ 1,26mで ,柱抜取痕跡があり,イ ニ柱穴には抜き

えなかった径36cmの柱根がある。南北中央間の外側 (南3.3m,北24m)に一

対の小柱穴 (70× 50cm)があり,木の階段がつき床が張られていたことがわ

かる。さらに,南階段柱の前1.lmの ところに 3個 の凝灰岩切石 (方30cm)力べならび,基壇もし

くは水路の存在を予想できる。第Ⅲ期の建物 SB7173の柱掘形が二二の柱穴を掘込んでいる。

この建物は梁間の柱筋が SB6640と あい,かつ西側の SB7150の 身舎および東側の SB6663の身

舎とそれぞれ10尺をへだてて柱筋をそろえており,左右の建物をつなぐ役割りをもつものとお

もわれる。

SB6660A・ B   (PLAN 25,PL.55・ 56,lg.40)  6ABP―B地区

SB6660A・ Bは 東第 1建物群の南端に位置する 7間 (21

m)× 4間 (12m)で ,南北 2面に廂がつく東西棟建物。柱間

寸法は桁行・梁間ともに10尺 (3m)等間である。柱の掘形

は方1.5～ 1.7m,深 さ1,7～ 092mで ,柱根あるいは礎盤に

用いた凝灰岩や木材をとどめるものがあり,の こりのよい

東 脇 殿

柱根は径30cmであった。

東妻柱列の東2.4m(8尺 )をへだてて小柱穴列(方50cm)が ある。妻柱筋と柱をそろえている 縁東と階段

ので縁束の痕跡とみられる。縁束の東2.65mの ところに身舎と柱筋をそろえた 2間分の小柱穴

(掘形1.15× 06m)が あり,木階段があったことがわかる。階段の柱掘形の深さは 35cmだが,柱

位置だけを15cmほ どふかくしている。第Ⅲ期の建物 SB6622の柱掘形がイ,口 ,二列の柱掘形

東渡 り廊
一
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第Ⅲ章 遺  跡

を掘込んでいる。SS6615AはSB6660Aに ともなう足場で,SB6660Aの身舎から北廂にかけて ,

6間 (224m)X2間 (6.2m)の 小柱穴列 (掘形は方35cm)がある。南側はすでに削平されたもの

とみられる。

SB6660Bは SB6660Aの北廂にもう 1間 (3m)の孫廂をつけたしたときの建物。柱の掘形は

方 lm,深 さ70cm。 へ四・へ五 。へ六柱穴の北1.5mの ところに 2間分の小柱穴 (掘形は方30cm)

があり,縁束の柱穴にかんがえられる。SS6615Bは SB6660Bの 孫廂にともなう足場で, 5間

(15m)分 の小柱穴 (掘形は方35cm)が廂の北寄りにならぶ。

SB6655   (PLAN 28, PL.55・ 56, ng.39)  6ABP― Bl也区

東第 1建物群の南から2棟 目の建物。5間 (150m)× 3間 (9.Om)の

東 脇 殿 東西棟建物で,四・五通の梁間をそれぞれ 3間 にわけている。柱間寸

と一定せず,SB6655に ともなう一時的な遮蔽物である。

SA6657  (PLAN 28,PL.56,ng 39)  6ABP一 B地区

SB6655の 四通の柱掘形に掘込む 2間 (4m)の南北塀。

形の埋土に凝灰岩や瓦片を多くふくむ。SB6655の廃絶後 ,

につくった目隠塀である。

SB6663  (PLAN 26,PL.57)  6ABP― A地区

東第 1建物群の南から3棟 目の建 物である。 7間

(209m)× 5間 (153m)で,南北 2面に廂がつく東西棟

建物。柱間寸法は10尺 (桁行2.99m,梁間3.06m)等間で

ある。柱の掘形は方 1.6m,深 さ lm内外,径40cmの柱

根をのこすものもある。この建物は一見すると身舎 7

間×2間の北側に廂・孫廂をつけたようにみえる。し

ニ
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イ

法は桁行・梁間とも 10尺 (3m)等 間であ

る。柱の掘形は方 13m,深 さ0。 7～ 1.2m

H734m

で,径 50cmの柱痕跡がある。南の SB6660Aと北の SB6663と は

柱筋をそろえ,それぞれ 10尺の (30m)間 隔をおく。この建物は

3間 ×2間の南北棟建物 2棟を並置したものともかんがえられる

が,東第 1建物群の他の建物がすべて東西棟建物であることから

すれば,身舎内の柱穴は一種の間仕切柱になる。南側柱列の柱穴が

SB6660Bの 孫廂柱穴によって掘込まれていることから,SB6660B

の増築時にこの建物は撤去されていたことになる。また同様に,

徽   第Ⅱ期の改築に
つくられた南北塀 SA6657の柱掘形ハ四・ 二四の

ng.39 SB6655柱 掘形の重複  柱穴が掘込んでいる。

SA8304   (PLAN 28,PL.56)  6ABP― B地区

SB6655の東妻柱列の東2.7mに 位置する 3間 (8m)の小柱穴。柱間は24～2.7m(8～ 9尺 )

柱の掘形は方 90cm,深 さ75cm,掘

南のSB6660Bと 】ヒのSB6663と の間目 隠 塀

東 脇 殿

かし,こ の場合の廂柱列にあたる柱掘形は他にくらべて小さく,かつ浅く(方12m,深さ70cm),

また後述の身舎梁間の足場痕跡が10尺方眼になることからすれば, 7間 ×3間の身舎を南北に

画する間仕切りの柱列にかんがえたほうがよい。 また, 五通の梁間中央にも間仕切の柱穴が

δδ
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ある。へ三・へ四 。へ五の柱穴の外側2.lmに小柱穴 (60× 40cm)があり,こ こに階段がもうけ

られたことがうかがわれる。なおこの小柱穴には 3回 の掘りかえがみとめられる。

SS6661は SB6663に ともなう足場で, 8間 (27.3m)× 6間 (208m)の 小柱穴 (方50cm,深さ

20cm)の総柱遺構である。柱間寸法はかならずしも厳密でないが,桁行では両端の 2間を 4.5

m(15尺)と し,その ほかを 3m(lo尺)に している。巽間では側柱列から身舎の心にむかっ

て39m(13尺 ),3.6m(12尺 ), 3m(10尺 )と次第に柱間をせまくしている。

SB6666  (PLAN 26・ 27,PL.58)  6ABP―A地区

東第 1建物群の南から 4棟 目の建物で, 南の SB6663と は

5,85m(20尺 )の間隔をおいて柱筋をそろえ,西方の SB7151A

とも17.8m(60尺 )をおいて柱筋をそろえている。7間 (208m)八 毛 入 二 嵐 希

×2間 (5.9m)の 東西棟建物。柱間寸法は10尺 (桁行2,97m,梁間2.95m)等間である。柱の掘形

は方 1.4m,深さ 1.lm内外で,径30cmの柱根をとどめるものもある。柱抜取痕跡には人頭大

の安山岩をつめるところがある。四通の異間に 2小柱穴 (方70cm)を配し,梁間を1.5m(5尺 ),

3m(10尺 ),15m(5尺 )に仕切る。棟通りに柱間寸法が不ぞろいの小柱穴があり,床東とお

もわれる。南側柱筋一～三通の外側 2mの ところに 2間分の小柱穴がある。縁ないしは階段の

痕跡である。

SB6669  (PLAN 27,PL.60)  6ABP一A地区

東第 1建物群の南から5棟目の建物で,南のSB6666と は 6m

(20尺 )をへだてて柱筋をそろえ,西方の SB7152と も柱筋があ

う7間 (208m)× 2間 (6 om)の東西棟建物。柱間寸法は10尺

(桁行297m,梁間30m)等間である。柱の掘形は方 1.4m,深 さ1,lmで ,柱抜取痕跡には人頭大

の安山岩をいれたものがある。四通の梁間に 2小柱穴 (方75cm)を配し,梁間を1.5m(5尺 ),

3.lm(10尺),1.5m(5尺 )に仕切る。

SB8302  (PLAN 17,PL,72)  6ABP―B地区

東第 2建物群の南端に位置する建物で,西の SB6660と は152m(50尺 )をへ

だてて柱筋をそろえている。 南北 2間 (6m)以上×東西 2間 (6m)の南北棟

建物。柱間寸法は10尺 (3m)等間である。柱の掘形は方 lm,深 さ57cmで径30

cm程度の柱痕跡がある。 この建物の南方は著しく削平され柱掘形をのこしていないが, 桁行

を 5間に想定すると石積擁壁 SX9230と の間隔 (4.5m)カベ短 く東面中央門SB9223の進路を塞ぐ

ことになるので 3間に復原するのが無難である。東側柱列の東 2mの ところに足場 らしい柱掘

形が 3間分 (96m)あ る SS8312。 重複関係はないが,西方の SB6660と北方の SB8245と 柱筋

をそろえているので第Ⅱ期とした。

一Ｅ

は方 1.2m,深さ0.57～ lmである。柱痕跡はかな らず しも明瞭ではないが,径38cmの ものが

δ7

東 脇 殿

南北棟建物

SB8245  (PLAN 21,PL.73・ 83)  6ABP―A・ B地区

東第 2建物群の南から2棟目の建物。南方の SB8302と は

11.95m(40尺 )の間隔をおく。 7間 (20,86m)× 3間 (9,Om)

で,総柱の南北棟建物。柱間寸法は10尺 (桁行298m,梁間3m)

等間である。柱の掘形は外側の柱列が概して大きく,一般に 八

七 大 三 四 三 ニ ー

総 柱建 物



第Ⅲ章 遺  跡

ある。 また厚さ 8cmの凝灰岩製の礎経をすえるもの, あるいは,柱抜取痕跡に人頭大の安山

岩をつめるものもある。SS8358は SB8245の足場である。8間 (25m)× 5間 (13,7m)の 小柱列 (掘

形は方40cm,深 さ35Cm)で ,柱間寸法は一定しない。SB8245の東側柱列では外側 2.4mの ところ

に配し,西側柱列では内側約 90cmの ところにならべる。一方 ,内側の異間 2列分の柱列はほ

ばSB8245の柱筋にそろえている。

SB8210   (PLAN 23,PL 82・ 83)  6ABP一A地区

東第 2建物群の南から 3棟目の建物の うち西側に位置する建

南北棟建物 物。西のSB6669と は 6m(20尺 ),南のSB8245と は約 9m(30尺 )
の間隔をおく。 6間 (17.9m)× 2間 (5,9m)の南北棟建物。柱間

寸法は10尺 (桁行298m,梁間295m)等間である。柱の掘形は方1.2m,深 さ70cm内 外で,径40

cm程度の柱痕跡をとどめるものもある。 六通の梁間中央に柱掘形があり,間仕切りの柱ない

しは北廂の北妻中央の柱掘形である。東の SB8215お よび西と南の第二期建物と柱筋をそろえ

ているので,重複関係はないが第Ⅱ期とした。

SB8215  (PLAN 23,PL.32・ 83)  6ABP―A地区

東第 2建物群の南から 3棟 目の建物のうち東側に位置するも

南北棟建物 の。西のSB8210と は 6m(20尺)の間隔をお く。 6間 (17.9m)× 2

間 (59m)の 南北棟建物。平面形,柱間寸法,柱穴の状況などは

SB8210と 同じである。北妻柱列のイ七・ 口七の柱穴に第Ⅲ期の建物 SB8218Aの柱掘形が掘込

まれている。

SD8211   (PLAN 22・ 23,PL.82・ 83)  6ABP― A地区

東第 1・ 2建物群の北側1.5m(5尺 )に位置する素掘りの東西溝SD7163。 SD6618がSB8215の

北東部で南におれ,南北溝SD8211と なる。SD8211は SB8215,SB8245の 東1.5mを南北に流れ

る。溝には礫混りの赤褐色上が堆積するのみで,遺物を欠 く。 SB8245の 四通の柱筋あたりで消

失する。第Ⅲ期建物SB8222,SB8224,塀 SA8217が掘込んでいるSB8215の 雨落溝にもなろう。

SK8213  (PLAN 23,PL 83)  6ABP―A地区

SB8210の北側にある土壊。長さ6.2m,幅 1.2m,深 さ20cmの浅い土壊で,人頭大の安 ||1岩

のほか瓦,土器片が比較的多く出土 した。 SA8223,SB8218な ど第Ⅲ期の柱掘形が掘込まれて

おり,出上の遺物が奈良時代前半にさかのばらないので,第 Ⅱ期にした。平城宮土器Vが出土

しており,第 ■期の廃絶時期をしめしている。

SB7155   (PLAN 31, PL.51)  6ABP― F地区

中央建物群と推定西 第 1建物群との階

西渡 り廊 7150と柱筋をそろえ西 35mをへだててヽ

1間 (3m)以上の建物。柱間寸法は桁行〔

柱の掘形は方 1.3m内外,径40cm程度の柱痕跡をのこす。東方の SB6650と

対称位置にあることから,それと同規模の 3間 ×3間の建物が想定できる。

SD6645  (PLAN 29,PL.51)  6ABP一D地区

中央建物群のSB6611の 西側を流れる素掘りの南北溝。東方のSD6608の対称位置にあり,

央建物群の西面を画する溝とおもわれるが,F地 区では検出していない。
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�  第Ⅲ期 の遺構

第Ⅲ期にも石積擁壁SX9230お よび斜道SF9232Bが存続し, 壇上に殿舎が群立する。建物の

平面形と配置は第Ⅱ期とはまったく様相をことにし,中軸線上の正殿,後殿を中心にしてその

東方に 6棟の脇殿を配し,建物の間を塀や溝で区切っている。建物は原則として掘立柱である

が,礎石建物も混えている。

SB6620  (PLAN 30,PL 50～ 53)  6ABP一D・ F地区

中軸線(W267)上に位置する建物でこの時期の正殿と

みられる。前面の石積擁壁SX9230の後方23.8m(80尺 )

をへだてて建つ。 9間 (292m)× 5間 (17.4m)で , 4

面に廂がつく東西棟建物。柱間寸法は身舎で10尺 (桁行

2.98m,梁間3m)等間,廂で4.2m(14尺)である。柱の

掘形は方1.6m,深 さ70cmで ,身舎の柱穴では柱痕跡 十 九顎

(径55cm)を扁平な安山岩の根固め石がとりまく。ただし,イ ー・イ十・へ十の柱穴は方 lm,

深さ45cmと他の柱穴にくらべて小さくかつ浅いので,本来は隅欠きの建物であったろう。ま

た,西廂の柱抜取痕跡には安山岩が投げこまれている。一通のハ・二柱穴にそろえて 2間 (38

m,13尺)の階段がとりついている (ng.37)。

SS6675は SB6620の足場である。制箭620の南北廂の柱間と身舎の内側にかけて, 6間 (179

m)以上×5間 (16.6m)の 小柱穴列 (方60cm,深 さ20cm)がある。柱間寸法は必ずしも一定し

ないが,お よそ桁行を2.98m(lo尺 )等間とし,梁間では身舎の 2間 と南端間 1間を2.98m(lo

尺),廂間を3.87m(13尺)とする。

SB6630   (PLAN 30,PL.50・ 53)  6ABP― D地区

第Ⅱ期建物SB6611の柱掘形にかさなって, 径80cm内 外の範囲に

小礫をつめた遺構がある。それらは 9個 しか存在 しないが,礎石据

付痕跡とみなしうる。そのほかに据付けの掘形もある。復原すれば

7間 (21m)× 4間 (10.2m)の東西棟建物で,北側に廂と孫廂がつく。

本来は南廂も存したであろうが,削平されて消失 している。柱間寸法は身舎の桁行・梁間とも

に 3m(lo尺 )等間であり,廂 。孫廂は2.lm(7尺 )である。SB6620の後身建物とおもわれる

が,規模は格段に小さい。

SB7170  (PLAN 32,PL.65～ 67)  6ABP― G地区

中軸線上に位置する建物で この時期の後殿。 SB6620と は

20.45m(68尺 )の間隔をおく。 7間 (2098m)× 4間 (144m)

で南北 2面に廂がつく東西棟建物。柱間寸法は身舎の桁行・梁

間ともに 3m(lo尺 )等間であり,南北の廂は4.2m(14尺 )であ

る。柱の掘形は方 1.3mだが,深さは身舎で80cm, 廂で 50cm

である。径 40cm内 外の柱痕跡をとどめるものや,柱痕跡のま

わりに安山岩の根固め石を めぐらすもの,柱抜取痕跡に安山岩の塊石を投げ入れるものがあ

る。身舎の三通と六通の異間に 2個の小柱穴を掘り,異間を1.5m(5尺 ), 3m(lo尺),1.5m

殿

場
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貯 水 施 設

SB7170と SB6620と の間は建物幅の中庭となり,その東西に協殿

東 脇 殿 を配する。 SB7173は 東側の協殿で,5間 (135m)× 4間 (132m),

東西 2面に廂がつく南北棟建物である。現在,東西の廂柱列の柱掘

形しか検出していないが,後述する足場掘形の位置関係によって 5

第Ⅲ章 遺  跡

(5尺)に仕切る。身舎の南側柱列の柱掘形が第 I期のSD7165を掘込み,南廂の柱掘形が第Ⅱ

期のSB7151Aの柱掘形を掘込んでいる。

SS7214は SB7170の足場である。 6間 (182m)× 5間 (19.5m)の 小柱穴列 (方60cm,深さ20

cm)を 配置する。柱間寸法は厳密でないが,桁行は 3m(lo尺 )等間とする。梁間は南北の廂

を 4m(南北のはじまりはSB7170の廂列の外側25m)と し,内の 3間を3.6m(12尺)とする。

SK7193, SD7138, SD7195   (PLAN 32, PL 68・ 69)  6ABP― G地区

SK7193は SB7170の 身舎西間仕切内にある土羨。長辺を南北にとる長方形 (長さ3m,幅 1.66m,

深さ47cm)を 呈する。下部には粘質土と砂質上が堆積し,上部に若子の遺物をふくむ暗褐色土層

が堆積している。

SD7188は SB7170の 6通と 7通間の身舎から北へのびる素掘りの南北溝 (幅55cm,深 さ20cm)。

褐色上が堆積している。南端は SK7193に 注ぎ,北は発掘区外にのびる。SD7189は SD7188に

平行する素掘りの南北溝 (幅55cm,深 さ10Cm)。 暗褐色上が堆積しSK7199に つながる。SD7188

の後身であろう。SD7195はSK7193の 西南隅から西方にのびる玉石敷の東西溝。現状では側石

の抜取痕跡しかとどめていない (幅60cm)。

SK7193は一種の貯水施設であり, SD7188な いしは SD7189は北からの導水路であり,SD

7195は西方への排水路とおもわれる。SD71881こ とま水が流れた痕跡がなく, 本来は木樋暗渠で

あった可能性がある。そのうちSD7189が 第Ⅱ期のSB7152の 柱掘形を掘込むことから,第Ⅲ期

となり,SB7170に 矛盾なくおさまることから,沐室のようなSB7170の付属施設に想定 した。

SB7173  (PLAN 28,PL 65・ 66)  6ABP― FoG地区

9 7本
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四 三 ニ ー間×2間の礎石付き身舎を想定することが可能である。柱間寸法は  1二二重攣嚢二f乳三4
桁行が2.7m(9尺 )等間であり,身舎の梁間を桁行と同じ27m(9尺 )等間とすれば廂は3.9m

(13尺 )と なる。北妻柱通りの東側柱の内側にある浅い土壊は, かろうじてのこった礎石据付

痕跡である。掘立柱の掘形は方1.2m,深 さ1.5mで径40cmの 柱痕跡をとどめるものがある。

また,柱抜取痕跡に石を詰めるものもある。

SS7186は SB7173の 足場で, 6間 (182m)× 5間 (179m)の 小柱穴列 (方60cm,深 さ25cm)

である。外周の柱穴は SS7186の柱穴の外側約 2.4mに位置し, 柱間寸法は厳密でないが,桁

行では南北の両端を3.6m(12尺 ),他を2.7m(9尺 )とする。梁間は両端の間を4.2m(14尺 )と

し,内側の間を3.3m(11尺)と し,中央の間を2,7m(9尺)とする。

SB7173の 西側柱列の柱掘形が第Ⅱ期の建物SB7150の 柱掘形を掘込み,SB6620と SB7170の

東妻柱筋に西廂柱列をそろえている。

SB6622  (PLAN 25,PL.50・ 56,ng。 40)  6ABP―B地区

SB6620の 南東に位置する。 5間 (133m)以上 ×4間 (144m)で ,

東西 2面 に廂がつく南北棟建物。南妻柱列はすでに削平 されている。

柱間寸法は桁行 2.66m(9尺)等間, 梁間は身舎を 3m(lo尺 )等間 ,
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廂を42m(14尺 )と する。身舎の柱掘形はやや大きく(方1.5m),

廂は小さい (方1.2m)。 径45cmの柱痕をとどめるものがある。

桁行は 5間 ないしは 7間 と想定されるが,他の脇殿の規模と

同じとすると 5間とおもわれる。

SS6614は SB6622の 足場。 4間 (123m)以上×3間 (10.3

m)の小柱穴 (方60cm,深さ20cm)に よる総柱遺構で,北側の

柱穴列はSB6622の 北妻柱列の北2,7mの ところにある。

SB6622は 第Ⅱ期の建物SB6660A・ Bの柱掘形を掘込み,S

B6620の南側柱筋とSB6622の 北妻柱筋をそろえている。

SD6612, SD6652, SD6606, SD6659

(PLAN 25,PL.50・ 56)  6ABP一 B地区

SD6612は SB6622の 西1.65m(55尺)をへだてて流れる石

2遺

ng。 40 SB6622と SB6660柱 1屈

形の重複

敷の南北溝 (幅lm)。 現状では南半に底石の安山岩をとどめ, 北半には据付痕跡をとどめる。

北端は東西溝SD6606に つながり, 南は石積擁壁 SX9230下の南北溝SD7133につながるようで

ある。 ただし, SD7133と の間には 1.8m内外の落差を生じることになる。

SD6652は SD6612に 西方から合流する東西溝(幅60cm,長 さ7m)。 内に玉石がちらばり,本来

は石敷であった可能性がある。西端は削平されて不明。

SD66061ま SB6622の 北2.lm(7尺)をへだてて流れる石敷の東西溝 (幅70cm)。 現状では玉

石の抜取痕跡しかのこっていない。SD6659は SB6622の 東1.65m(5.5尺 )をへだてて流れる石

敷の南北溝 (幅65cm)の痕跡。玉石の底石を抜取った痕跡や移動した凝灰岩がある。SD6612・

SD6606・ SD6659は SB6622を とりまく雨落溝でもある。

SA6623  (PLAN 25。 26・ 28,PL.55・ 56)  6ABP― A・ B地区

SB6622の 北妻中央柱からはじまり,北方の東西塀SA6624に つながる 7間 (2055m)の 南北

塀。柱間寸法は原則として 3m(lo尺)だが,北第 5・ 6間を 2,85m(9.5尺 )に 縮めている。

柱の掘形は方 lm,深 さ40cmで ,なかには柱抜取痕跡に凝灰岩をつめたものもある。

SB83CXD  (PLAN 20,PL.72)  6ABP一 B地区

SB6622の 東10,3m(36尺 )にある 3間 (9m)以上×4間 (12m)の 南北棟

2面廂建物。廂は東西につき,南妻柱列は削平されている。柱間寸法は桁

行・梁間ともに 3m(lo尺)等間である。身舎の柱掘形は方1.5m,深さ 1

mで,径40cm内外の柱痕跡をとどめ, 安山岩の礎盤をすえるものもある。

廂の柱掘形は方 lm,深 さ70cmで ,径30cm程度の柱痕跡があり,柱根の

残骸や柱抜取痕跡もある。桁灯を 5間に復原すれば第Ⅲ期の東面築地の門 SB8335と 心がそろ

う。 SB8300の東側柱列の東2.3mに方50cm程の柱穴の 3間分 (9,4m)の小柱穴列 SS8313が ぁ

る。その北端の小柱穴の西 3mに も 1個の小柱穴があり,それらはSB8300の 足場とみられる。

SD8301  (PLAN 20,PL 72) 6ABP一 B地区

SB8300の 東1.5m(5尺)にある素掘の南北溝 (幅1 lm,深さ30cm)。 底は南に向って傾斜

し,北端で西にのびた痕跡がある。南は石積擁壁下へ流れ落ちるのであろうが,対応する溝を

検出していない。擁壁の南7.5mの ところで東西に流れる玉石溝SD9286が斜道SF9232Bの 路肩

雨 落 溝

東部の仕切

塀
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でL字状に曲り,SD8301の 水をうけた可能性がある。

SD6607  (PLAN 20・ 25,PL.55o73)  6ABP― B・ D地区

SB8300の 北 7.8m(26尺 )に位置し,殿舎地区の東半部を横断する石敷の東西溝である。西端

はSB6620の 東廂柱列の東約 2mか らはじまり,東は東面築地SA3719を暗渠SD8309で貫通し,

外郭に出る全長68m(227尺 )の溝である。現状では溝を構築した安山岩とおもわれる石材の抜取

痕跡のみをとどめ,石敷の原形をのこすところはない。西半部では抜取痕跡の残存状況がわる

いが,東半部では良好な痕跡をとどめている。抜取痕跡による溝幅は1.lm,深さ45cmで ,側

石と底石の抜取痕跡を判別できる。 すなわち, 底石は両側よりも20cm程度深く掘下げて据え

つけ,本来の溝内法幅が30cm,深 さが20cm以上であったことがわかる。また,さ きに側石を

抜きとり, のちに底石を抜きとったことが埋上の堆積状況からうかがえる。東端の溝底 (標高

7206m)に くらべて西端の溝底 (標高7250m)の ほうが40cmあ まり高く,郭内の雨水などを排

水する主要水路で あったことがわかる。第Ⅱ期の建物SB6655お よびSB6660の 柱掘形を掘込ん

でいる。

SB8305  (PLAN 20,PL.73)  6ABP― A地区

東西溝SD6607の北3.5mに 位置する 7間 (18.94m)× 2間 (48m)

仮設建物 の東西棟建物で,建物の方位が西で北へ少し振れている。柱間寸法

は桁行2.7m(9尺 ),梁間2.4m(8尺 )の等間である。柱の掘形は方50

礎石混用の

建物

cm,深さ45cm内 外である。第Ⅱ期の建物SB8245の 柱掘形を掘込んでいる。この建物は方位が

振れ,柱穴が小さなことか ら仮設的な建物 とみ られる。

SB6621  (PLAN 27,PL.57・ 53)  6ABP一 A地区

後殿SB7170の 東13m,脇殿SB7173の 北3.6mをへだてて位置する。

5間 (12.6m)× 4間 (1245m)で ,南北 2面に廂がつく東西棟建物。

身舎の柱は本来礎石をすえたらしく,断続する布掘り風の礎石据付痕

跡 (幅lm,深 さ20cm内外)がある。柱間寸法は,桁行 252m(84尺)等

間,梁間は身舎が2.8m(9尺)等間で,廂が342m(11尺)となる。廂

の柱掘形は方 lm,深 さ40cmで ,柱抜取痕跡に塊石を投入するものがある。

SS6665は SB6621の 足場である。 6間 (15.3m)× 3間 (9,4m)の 小柱穴 (方60cm)に よる総

場 柱遺構。柱間寸法は不揃いだが,桁行では東の端間を 3m(10尺 )と し, 他を2.4m(8尺 )と

する。 梁間は3.13m(10尺 )の等間である。 この足場は SB6621の本体から少し西にずれてお

り,ま た西妻柱列の礎石据付痕跡が約 1.5m西から掘られていることからすれば,誤 って西寄

りに足場を組んだのち東寄りに建物位置を修正したのであろう。

SB6621の 柱穴は他時期の遺構と重複しないが,棟通りがSB7170と そろい,SB7173の東側柱

筋とこの建物の西妻柱筋とがそろっているので第Ⅲ期におく。

SD7177  (PLAN 27・ 31,PL.65)  6ABP― G地区

脇殿 SB 7173の 北1.5m(5尺)を流れる素掘りの東西溝 (長さ935m,幅 lm,深 さ15cm)。 とこ

ろどころに埓や凝灰岩をならべた痕跡があり,本来は石敷ないしは鴬敷の溝であった可能性

がある。東端は南北溝SD7175につながって北流する。この溝の西3.4m延長線上に凝灰岩抜取

り痕跡があるので,後殿SB7170の 南面雨落溝の雨水をあつめたようである。第工期の建物 SB
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2遺

7220の 柱掘形と南北溝SD6608を掘込んでいる。

SD7175  (PLAN 27,PL 67)  6ABP― G地区

SB6621の 西 3mに位置する素掘りの南北溝 (長さ2365m,幅70cm,深 さ15cm)。 南端の溝底

にくらべて北端のほうが13cm深いので北流する溝であったことがわかる。南端はSD7177と つ

ながり北端はSD6633につながる。溝には平城宮土器Ⅶの上器片が多数堆積し第Ⅲ期の年代を

きめる手掛りになった。

SD6633, SD6632   (PLAN 27, PL.58・ 60)  6ABP一 A・ G地区

SD6633は南北溝SD7175が東へ折れ曲った素掘りの東西溝 (長さ265m,幅 75cm,深さ25cm)。

堆積上のなかに多くの平城宮土器Ⅶの上器片をふくむ。西端の溝底にくらべて東端のほうが約

10cm低 く,東へ流れたことがわかる。SD6632は東西溝SD6633が南へ流路をかえた南北溝 (長

さ127m,幅 70cm,深 さ20cm)。 やはり平城宮土器Ⅶの土器片が堆積している。

SA6626  (PLAN 27・ 32,PL.58・ 65)  6ABP一 A・ G地区

後殿SB7170の 北 5mに位置し,SB7170お よびSB6621の 北面を遮蔽する東西塀。 2間分の未

掘部分をふくめて25間 (7325m)を検出した。 東端は南北溝 SD6631の西側で南に折れて南北

塀SA6625と なり,西端は発掘区外へのびる。柱間寸法は2.93m(lo尺 )。 柱の掘形は1.lm×

0.9m,深さ60cmで ,径40cmの柱痕跡をとどめるものもある。第Ⅱ期の東西溝SD7163および

SD6618の直上に掘込んでいる。

SA6625  (PLAN 26・ 27,PL.57・ 58)  6ABP― A地区

SB6621と SB7173の東方を囲む南北塀。全長12間で (3625m),北端は東西塀SA6626に つな

がり,南端は東西塀 SA6624に つながる。柱間寸法は 30m(lo尺)等間。柱の掘形は北方では

SA6626と 同じく長方形 (1.lm× 09m)を呈するが,南方の 3間分は方形 (方90Cm,深さ55cm)

をなす。ともに径 30cmの柱痕跡をとどめるものがあり, また柱抜取痕跡に凝灰岩の破片をつ

めたものもある。北端の柱痕跡 (SA6624の東端柱穴でもある)の位置にくらべて, 南端の柱痕跡

(束西塀SA6624の東第7柱穴)の ほうが西へ 20cmふれている。

SA6624  (PLAN 21・ 26,PL.57・ 73)  6ABP一 A地区

殿舎地域東半部を南北に画する東西塀。西端を脇殿SB7173の 東側柱列南端の柱穴につなぎ,

東端を東面築地SA3800Aに むすんでいる。 全長 21間 (62.3m)。 柱間寸法は 301m(10尺 )で ,

柱の掘形は方90cm,深さ50cmで ある。なかに径 40cmの 柱痕跡をとどめるものや凝灰岩をつ

めた柱抜取痕跡がある。西から第 3柱は南にのびて南北塀SA6623と なり, 西から第 7柱およ

び第10柱からは北へのびて南北塀SA6625,SA6629になる。柱穴の重複関係はないが,第Ⅲ期

の建物との間に共通の計画性がみとめられるので第Ⅲ期においた。

SA6629  (PLAN 21～ 23,PL.82・ 83) 6ABP一 A地区

殿舎地域の北東部を東西に区画する南北塀。南端を東西塀 SA6624の 西から第10柱に結び,

北端は北面築地にむすぶ ものとおもわれる。全長15間 (45.4m)で ,柱間寸法は北第 8間 と第

12間を33m(11尺 )にするほかは, 3m(lo尺 )の等間である。柱穴の状況は東西塀SA6624と

同じ。第工期の東西溝SD6618と 北面築地回廊南雨落溝SD8214を掘込んでいる。

SB8219  (PLAN 22,PL.81・ 82)  6ABP― A地区

東西塀SA6624の 北9,3m(31尺 ),南北塀SA6629の東4.3m(16尺 )をへだててたつ 5間 (15m)

素 掘 薄

東西を仕切

る塀

南北を仕切

る塀

東西を仕切

る塀
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×2間 (6m)の東西棟建物。 柱間寸法は桁行・梁間ともに 3m(10尺 )

等間である。柱の掘形は方0.8～ 1.5m,深 さ50cm,柱痕跡は概して不明

瞭だが,径25cmの柱痕跡をとどめる柱穴もある。西妻柱列の柱穴にSB

8224の西廂柱掘形が掘込んでおり,それよりも古いことがわかる。

SB8224  (PLAN 22,PL.81・ 82)  6ABP― A地区

SB8219と 同位置にたつ。 7間 (222m)× 4間 (132m)で ,

4面に廂がつく東西棟建物。ただし,廂の 4隅の柱穴を欠い

ている。柱間寸法は身舎が 3m(lo尺)等間で, 廂が 3.6m

(12尺 )である。柱の掘形は方 lm,深さ50cm内外。径40cm

程度の柱痕跡をとどめるものがある。身舎の東妻柱の柱穴に

は径 50cmの 扁平な安山岩をすえているが,他の柱穴ではみられず,礎石建物に想定すること

はできない。柱の高さをそろえるためだろうか。 SB8219の 西妻柱列の柱掘形に八通の柱掘形

を掘込んでいる。

SS8828は SB8224の 足場。 6間 (153m)× 2間 (66m)の 総柱遺構。柱間寸法は厳密でない

が,桁行では西 2間を3,6m(12尺 )と し他の 4間を 3m(lo尺 )と する。梁間では南側を3.6m

(12尺 )と し,北側を 3m(lo尺 )と する。柱の掘形は方50cm,深 さ30cm内外で,径25cm程度

の柱痕跡がある。

SA8225  (PLAN 22,PL.82)  6ABP― A地区

SB8224と 南北塀 SA6629と の間にある2間 (4,5m)の 南北塀。柱穴の状況は SB8224と 同

じ。柱間寸法は2.25m(7.5尺 )で ある。この塀に面するSA6629の 柱間が西からの入日とすれ

ば,一種の目隠塀である。

SA8217  (PLAN 22,PL.83)  6ABP― A地区

SB8219の 北8.8m(30尺 )をへだててたつ東西塀。西は南北塀SA6629の 南から第 8柱からは

じまり,東は東面築地SA3800Aに とりつく。全長11間 (33m)で ,柱間寸法は 3m(lo尺 )等間

である。 1.Om× 1.3m, 深さ50cm内外の柱掘形に径 40cm程度の柱痕跡がある。 この東西塀

は,殿舎地域の東北部の一郭を南北に区画している。

SD6631  (PLAN 23・ 27,PL 58・ 83)  6ABP一 A地区

殿舎地区の北東部を貫通する素掘りの東西溝(幅70cm,深 さ29cm内外)。 西端はSD6632につな

がり,東端は東面築地西雨落溝SD9226につながる。 第Ⅱ期建物SB8210と SB8215の 柱穴を掘

込んでいる。

SB8218A・ B   (PLAN 23, PL.83, ng.41)

6ABP―A地区

SB8218Aは 東西塀 SA8217の北9,3m(31尺 ),南北塀

SA6629の 東5,lm(17尺 )をへだててたつ 5間 (141m)

× 2間 (6m)の東西棟建物。桁行の柱間寸法は,東西両

脇間を 3m(lo尺 )と し,内の 3間を 2,7m(9尺 )等間に

する。梁間は 3m(lo尺)等間。柱掘形は方 12m,深 さ

50cm内外だが,柱痕跡は明瞭でない。 東西の妻柱列の

7を
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柱掘形に後身の SB8218Bの 柱掘形が掘込んでおり, 南側柱列の柱掘形にやはり第Ⅲ期の建物

SB8222の 柱掘形が掘込んでいる (ag.41)。

SB8218Bは SB8218Aを ほぼ同位置でたてかえたもの。 5間 (141m)× 2間 (6m)の 東西

棟建物。桁行の柱筋はSB8218Aと 同じだが,梁間の柱筋を 2.lm北へ移動している。柱間寸法

や柱掘形の状況はSB8218Aと 同じである。

SB8222   (PLAN 23, PL.83)  6ABP― A地区

SB8218Bの あとにたつ 5間 (141m)× 4間 (1298m)で南北 2面を廂

とする東西棟建物。柱間寸法は桁行の両脇間を 3m(lo尺 )と し, 内

の 3間を2.7m(9尺 )と する。梁間は身舎を302m(lo尺 )等間とし,

北廂を3.32m(11尺 ),南廂を3.62m(12尺 )と する。身舎の柱掘形が

若干大きく, 方 lm,深 さ55cmで ある。柱抜取痕跡に塊石をつめる

ホ

　

一一

〔

口
　
　

■́

廂付 建 物

六 二 凸 三 ニ エ

ものがある。廂の柱掘形は,1.2× 0,7m内 外の長方形を呈し,径40cmの柱痕跡をとどめる。

身舎の側柱列の柱穴がSB8218A・ Bの柱掘形を掘込んでおり, 3棟のうちもっとも新 しい建物

であることがわかる。桁行の両脇間を広くとる身舎の柱間寸法が,SB8218A・ Bと 同様である

点が注目される。

SA8223  (PLAN 23,PL.83)  6ABP― A地区

SB8222と 南北塀SA6629の間にある 2間 (5m)の 南北塀。柱穴の状況はSB8222と 同じ。柱 目 隠 塀

間寸法は25m(8尺 )である。この塀が面するSA6629の柱間が西からの入口とすれば,SB8223

の目隠塀になる。

SD6644  (PLAN 30,PL 51)  6ABP一 D地区

正殿SB6620の 西側にある石敷の東西溝。底に敷いた安山岩・凝灰岩が部分的にのこるが,石

敷の多くは抜取痕跡をとどめるにすぎない。朗発620の南入側柱列の西端からはじまり,8.5m

西へ流れて南流するようである。石敷の幅は35cm内外であるが, 両側石はまったく抜き取ら

れている。

SB7172  (PLAN 31,PL 52)  6ABP― F地区

正殿SB6620の 西北方に位置する脇殿。 5間 (13.4m)× 4間 (132m)

で,東西 2面に廂がつく南北棟建物。柱間寸法は桁行で2.7m(9尺 )

等間。梁間は廂で 3.9m(13尺 ),身舎で 2,7m(9尺)等間。柱の掘形

は1.5× 1.3mで ,深さは75cm,径45cm程度の柱痕跡がある。柱穴の

うち身舎の妻柱と2個の側柱穴をかいている。後述の足場からすれば

柱の存在は予想されるところであり,本来は柱があったとみなければ

西 脇 殿

ならない。たとえば,当初に古材の柱を再用し,材の長さの都合で一部の柱は礎石立ち,他は

掘立柱としたことがかんがえられる。中軸線をはさんで東方の SB7173と 対称位置にある。東

側柱列の柱穴が第Ⅱ期の建物 SB7150の 柱掘形を掘込んでいる。なお,こ の建物の西半分は発

掘していない。

SS7228は SB7172の 足場。桁行 6間 (184m),梁 間 4間 (135m)以上の総柱遺構が想定で

きる。柱掘形は方50cm,深 さ30cmで ある。その外側の柱位置はSB7172の 東2.Om,南 2 51fn,

北2.4mに位置している。

場
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第Ⅲ章 遺  跡

SB72C19  (PLAN 32)  6ABP― G地区

後殿SB7170の 西方に 2間分 (52m)の 柱掘形がある。 それは東方にあるSB6621の 北側柱列

西から3本の柱穴と中軸線をはさんで対称位置にある。 このことから,西方にもSB6621と 同

規模のである 5間 (12.45m)× 4間 (1245m)の建物があったことを推決1で きる。

� 時期不明の遺構

時期ならびに性格をきめがたい遺構が少なからず存在している。その多くは各所に散在する

小柱穴および小土壊である。それらの各々についてはふれない。SK7192・ SK7191(6ABP― G

地区,PLAN27)は 第Ⅲ期の北辺を画する東西塀 SA6626外 にある浅い土壊。一種のごみ捨場な

いしは土取り跡とおもわれる。

C 広場地区

築地回廊の内部,殿舎地区の擁壁以南は,原則として建物のない広場であり,朝庭としてい

たのであろう。第 I期では東西約167m,南北約 205mの縦長の長方形 (34,235m2)を 呈し,第

Ⅱ・Ⅲ期では東西約167m,南北約 86mの 横長の長方形 (14,362m2)に 縮小している。すでにの

べたように,北方が高く南方が低い地勢を呈している。

i tt I期の遺構

SH6603A  (PNAN 2)

殿舎地区と南門SB7800の 間に展開する小礫敷の広場。築地回廊の雨落溝ぎわから嬉積擁壁下

礫敷広場 にまで展開する。 6ABR一 G・ 6ABQ一 B地区以北では砂礫質ないしは茶褐色粘質上の地山を

平坦にして粒揃いの礫を厚さ10cm内外に敷きつめる。6ABR一H地区における地山が黒色粘質

上にかわる低湿地では,部分的に粘質砂土をいれて整地したのち礫をしいている(下層礫敷面)。

6ABR―H地区の南寄りでは, 下層の礫敷面の上に粘質土や砂質土を 15cm前後の厚さで堆積

し,そのうえに谷大の礫をしいている(中層礫敷面)。 中層礫敷面のうえには 5～ 10cmの厚さで

灰色の細砂層が堆積し,そのうえに小粒の礫をしく(上層礫敷面)。 しかしながら,地山が洪積世

の台地かかる6ABR― G地区以北では中・上層の 2層 を区別することは困難である。中層のう

えにみられる細砂の堆積は,広場南部が帯水した状況をしめしている。

SD7760  (PLAN 12・ 14,PL.12・ 32)  6ABR― G・ H地区

南門SB7800の 北階段東端の位置から発する素掘りの南北溝 (幅40cm,深さ10Cm)。 6ABR一

南北通路 G地区の南辺以北では削平されている。この溝は中軸線から東へ 6mへだたっており,西側に

同様の南北溝を想定するならば,幅員12m(40尺 )の南北通路の東側溝となる。 しかし,通路

部分にとくに手をくわえた痕跡はない。同時期の東西溝SD5590および第Ⅲ期の東西溝 SD3769

と建物SB7803の 柱掘形が掘込んでいる。

SD5590A・ B   (PLAN 5・ 13,PL.11,■ g.42) 6ABR―H地区

南面築地回廊SC5600の 心から北へ約22mへだたる素掘りの東西溝 (幅lm前後,深さ30cm)。

中層礫敷面にともなうSD5590Aと ,上層礫敷面にともなうSD5590Bにわかれる。 SD5590Aに

は礫混り灰色砂上が約10cmの厚さで堆積し,東端は東面築地回廊 SC5500の 西雨落溝SD5588

7δ
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SD5590付近の
土層堆積

につながる。SD5590Bは底にやや大粒の礫が堆積し, うえに厚さ20cmの 灰色質土が堆積して

おり,SC5500の 西雨落溝から西へ寄せた南北溝SD5589につながる。上下 2層の堆積土からは

多くの瓦片が出土した。

SD5588, SD5589   (PLAN 5, PL.14)  6ABQ一 Qナ也区

SD5588は本来はSC5500の西雨落溝SD3790の一部分であるが, 東西溝SD5590Aと の合流点

以南でひろがったもの。長さ15m,幅 1.8mの素掘りの南北溝で,北端はSD5590と つながり,

南部でSC5500を横断する木樋暗渠SD5561,SD5562,SD5563に つながる。

SD5589はSD5588を西によせた溝である。長さ11.5m, 幅35cmの素掘りの南北溝で,北端

はSD5590Bにつながる。

SD56C17  (PLAN 6・ 7)  6ABR― P・ Q地区

SC5500の 西雨落溝SD3790の 西側に平行する素掘の南北溝 (残存長26m,幅 35cm,深 さ10Cm)

である。Q地区の西北隅からP地区の南寄りにのこっており,南北両端はさだかでない。第Ⅲ

期の東西塀SA3740が この溝を掘込んでいる。なお,南北溝SD5589と 同一線上にあり,あ る時

期,雨落溝とは別の排水溝を回廊にそってつけた可能性もある。

SD7805,SD7806  (PLAN 12・ 13,PL.4)  6ABR― H・ 」地区

南門SB7801の 北側の雨水をSD5590に 導 く石敷の南北溝。SD7805は (長さ12m,幅30cm,深 さ 南門の排水
10cm)。 北部は素掘溝の状態でのこるが, 南半では両岸に傘人の礫をならべて護岸する。南端

はSB7801の上層雨落溝につながり,北端はSD5590Bに 注いでいる。

SD7806は 中軸線の西側でSD7805と 対称位置にある石敷の南北溝。南端の 2mを検出したに

すざないが,つ くり方や規模はSD7805と 同じであり,SD5590に 注 ぐものとみてよい。

SD3779  (PLAN 7,PL.31)  6ABR― P地区

P地区のほぼ中央にある素掘りの東西溝 (長さ34m,幅40cm)。 ほとんど削平され, 東西両

端は不明である。SC5500を横断する木樋暗渠SD3770と 方位がそろっており,連続する可能性

があるのでこの時期にいれる。

SB7765  (PLAN 14,PL.36)  6ABR― G地区

G地区のほぼ中央に位置する 4間 (101m)× 2間 (5,lm)の 東西棟建物で ,

東妻側に廂がつく。柱間寸法は桁行の西端間が27m(9尺 )であるほかは ,

2.4m(8尺 )等間である。身舎の柱掘形は方70cm,深 さ40cmで ,径35cmの

小 建 物

柱痕跡がある。廂の柱穴は径40cmの 円形を呈する。西妻柱および北側柱の 2柱が第 H期のSK

8784に よって破壊されている。

SD7142  (PLAN 14～ 16,PL 37・ 38)  6ABQ―C,D地区

広場地区を南北に貫通する素掘りの南北溝 (幅12m,深 さ15cm)。 北方のCeD地 区ではよ 南北通路

くのこるが,南方のG・ H地区ではわずかに痕跡をとどめるにすぎない。】ヒ端は6ABP一D地

区の増積擁壁 SX6600の前面にはおよんでおらず,発掘しなかった構内道路のあたりにあるも
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のとおもわれる。南端は東西溝SD5590Aに

注いだ可能性もなくはないが,SC5600を 横

断する盲暗渠 SD7807と方位がそろってい

るため,SD5590Aの 設置以前において SC

5600の 北雨落溝に連結した可能性がつよ

い。第Ⅱ期の南面築地回廊SC3810Aがかさ

なっている。この溝は 中軸線の東 18.5m

(62尺 )に位置し,中軸線の西にも同様の溝

を想定するならば,幅37m(125尺 )の 通路

があったことになる。

H7060m

SE7145  (PLAN 16,ng 43)  6ABQ― C地区

C地区の東北隅にある井戸である。 3.5m× 3.lmの隅丸方形の掘形で,深 さは2.5mである。

井戸枠は完全に抜きとられ,版築状にていねいに埋戻されている。底部ではほぼ中央に方 lm

の範囲に木片をふくむ暗黒色砂質土塊があり,その上層の青灰色粘質土上面には桧皮が堆積し

ていた。埋土から少量の瓦片と刀子が出土 した。

� 第 Ⅱ期 の遺構

SX3785  (PLAN 7・ 14・ 15,PL.31)  6ABR―P,6ABQ― B地区

第Ⅱ期造営時の轍である。幅15～ 20cm,深 さ 5cmの細い轍が,こ の時期の整地上にのこさ

れている。南北方向の痕跡と東北から西南方向にかけての痕跡があり,後者は 7～ 8条交叉 し

ている。 2条が平行する南北方向の例(B地区)に よると1.5mの間隔があり,それが草幅をしめ

すことになる。第Ⅱ期の整地上にしるされ,こ の轍のうえに南面築地回廊がつくられているこ

とから,第Ⅱ期の造営時の遺構になる。

SH6603B  (PLAN 2)

この時期の広場は北方で石積擁壁SX9230を 南へせりだし,南面築地回廊を北によせ面積をせ

ばめる。SH6603Bで は第 I期の礫敷面のうえに黄褐色粘質土を主とする整地上 (厚さ10Cm前後)

をもり,そのうえに再び礫をしきつめる。この状況は南面築地回廊 SC3810A以北において明

際に識別できるにもかかわらず,以南では第 I期礫敷面との区別が容易でなく,む しろ混りあ

っているようにもみえた。また,後の第Ⅲ期でもこの礫敷面は存続するが,第Ⅱ・Ⅲ期を層位

的に分別できない。

SA7815  (PLAN 13,PL.3) 6ABR一 G地区

第Ⅱ期南面築地回廊の心から南へ 48,9mへ だたったところで東西にのびる塀 (lo間 ,51m)。

G地区を横断し,西へさらにのびるようである。東は未掘区にかかるが,6ABR―Q地区に柱

筋のそろう柱穴があり, 広場地区を横断した 可能性がつよい。 柱間寸法は 5.lm((17尺 )等

間。柱掘形が径 40cmと 小さいことからすれば,竿のような仮設物をたてたのだろう。上層礫

敷面で検出。東面築地回廊上におよんでいないので第Ⅱ期にいれる。

SD7763  (PLAN 14,PL 36)  6ABR― G地区

G地区中央にある素掘りの東西溝 (幅40cm,深さ10Cm)。 長さ22mをとどめるが,西端の接

73
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続状況は不明である。第 I期の東西棟建物 SB7765の 柱掘形に掘込んでいるので, この時期に

いれておく。

SK3784  (PLAN 7・ 14,PL.26・ 36)  6ABR― P・ G地区

南面築地回廊 SC3810Aの南で東西にのびる不整形の大土壊 (最大幅5.3m,深 さ20～30cm)。 東

端は第 I期東面築地回廊SC5500の 西雨落溝SD3790の西縁でとまるが, 西端はなお発掘区外に

のびるようである。土躾の堆積は上下 2層 にわかれ,多数の瓦片が出上し,部分的に滞水した

痕跡をとどめる。tt I期 の建物SB7765の 柱掘形を掘込み,南面築地回廊SC3810Aの南側基壇縁

にそっていることから,回廊基壇造成時の上取場の痕跡である可能性がつよい。東方では土躾

SK3787,轍 SX3785がかさなり,第Ⅲ期建物 SB7769の 南側柱の掘形によって掘込まれている。

SA3809  (PLAN 8・ 15,PL 32)  6ABQ― ・BD地区

南面築地回廊 SC3810Aの心から北218mに 位置する東西塀。 西端は発掘区外にのび,東端

は東面築地回廊西側でおわる。13間分検出し,柱間寸法は原則として 6m(20尺)であるが,D

地区では間柱がはいって柱間がやや不規則になる。柱掘形は小さな円形 (径40cm,深 さ30cm)

を呈している。柱間が広いことからすると塀ではなく,竿のようなものをたてたのかもしれな

い。上述の SA7815と 共通するところがある。上層礫敷面で検出。

SE9210  (PLAN 16,PL.46,ig.44)  6ABQ― A地区

A地区西南にある井戸。井戸の掘形は矩形を呈し,上下 2段にわかれる。上段は南北7.3m,

深さ1,7mで あり,下段は上段掘形の西北寄りを深くしたもので,東西4.9m,南北4.5m,深

さ1.9mであり,遺構検出面から底までの深さは3.6mと なる。下段掘形の底には 4段の井戸枠

をとどめるが,その上部はすでにぬきとられている。井戸枠抜取痕跡は底から約 lmの厚さで

埋戻され (青灰色粘土),それ以上は埋立てられることなく,放置されたようである。

井戸枠の内法は,方2.25mで あり,西南と西北隅には木材の礎盤をあてている。枠木の 1段

と 3段には板をもちい, 2段 と4段には校倉の校木を転用している。井戸枠と掘形との間は木

暦を混えた灰褐色砂上で裏込めし,井戸底には容人の玉石を敷く (厚さ10Cm)。 玉石敷の上部に

堆積する暗灰色上には,10世紀代の上師器があり,ほかに瓦片や木器があった。第Ⅲ期および

それ以降も使用されたことをしめす (校木については p140参照)。

SK7136はSE9210の 井戸枠抜取痕跡の後身であり,東西 5m,南北 8.5m,深さ90cmの土嫉

である。堆積土は 3層 にわかれ,11世紀頃の瓦器が出土している。一種の泉として長 くもちい

られたのであろう。

�  第Ⅲ期の遺構

SB7803  (PLAN 13,PL.12)  6ABR一 H地区

H地区の西寄りにある 3間 (9.6m)以上×4間 (13.2m)で 四面に廂がつく東

西棟建物。西半は発掘区外にあるが, 中軸線で折り返すと桁行は 7間 (22.5

m)と なる。側柱の柱間寸法は桁行・梁間ともに隅の間を3.6m(12尺 )と し,

それ以外は 3m(lo尺)等間とする。柱の掘形は方 lm,深 さ 30cmと浅 く,

柱痕跡をとどめていない。おそらく礎石をすえた掘形であろう。身舎の柱位

竿 痕 跡

大 型 井 戸

校木の転用

大 型 建 物

間
　
７９

置を直接にしめす痕跡はないが,小柱列の足場SS7823の存在によって想定できる。それは
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(65m)以上×4間 (82m)の総柱遺構であり, その間に身舎柱を想定すると, 5間 (15m)× 2

間(6m)の身舎となる。おそらく身舎も礎石を据えていたのであろう。第 I期の南北溝SD7760

に重複し,上層礫敷面で検出した。

SA3740,SB3768  (PLAN 7・ 13,PL.30・ 36)  6ABE一K,6ABR― P・ G地区

SA3740は この時期の南面築地 SA3810Bの心から南35.6mをへだてて東西にのびる塀。広場

地区を横断し,西は発掘区外へのび,東はこの時期の東面築地 SA3800Aの 心か ら東18,7mの

東外郭にのび,南北塀SA8238と むすぶ。検出した柱間総数は34間で,柱間寸法は 2.4m,2.7

mの ところもあるが,おおむね 3m(lo尺 )におさまる。柱の掘形は方70cm,深 さ30cmで ある。

なお, D地区ではSA3740に かさなって無数の杭が打ちこまれた痕跡 (長さ201n,幅 70cm)があ

るが,平城宮廃絶後の遺構とおもわれる。

SB3768は SA3740の 東か ら3間 目に開く1間 の門である。柱間寸法は 5.4m(18尺)で ,柱

の掘形 (方lm,深 さ40cm)に は柱抜取痕跡があり, 西の柱掘形には角材の礎盤があった。とも

に上層礫敷面で検出しており, 南北塀SA8238と ともに第Ⅲ期の外郭を形成しているとみられ

る。また,中軸線上にもSB3768に類する門の存在が予想される。

SD3769  (PLAN 7・ 13,PL.30・ 36)  6ABE― K,6ABR一 P・ G地区

SA3740の 南2.5mを おいて東西にのびる素掘りの東西溝である。 幅 lm,深 さ10cmの この

溝は広場地区を横断し,西は発掘区外にのび,東は第 I期 の東面築地回廊 SC5500の基壇をとお

りぬけている。溝底は東になるにしたがって深 くなっており,東方に排水したことがわかる。

第 I期南北溝SD7760を掘込んでおり,上層礫敷面で検出した。

SB7753  (PLAN 13,PL 36)  6ABR―G地区

東塁穏極塀色粘ちぞ4(さ屯牝t耳聾ズユ:縫ど:丘〒と昼↓誓||を〔罹貰:サ訂と呈 こ五習
けたであろう中央門にともなう番屋的な性格をもつ建物のようである。上層礫敷面で検出し,

第 I期南北溝SD7760を掘込んでいる。

SB7769  (PLAN 14,PL 34)  6ABR―G地区

だ尋
「
魯鉱 i:篭 耳r資愁ィξ:蘇 1ちf争r民 ≒Sと祐蕪 粍考岳 閣

Cm,深さ35cm),北側柱の掘形には径25cmの柱痕跡がある。SB7753と 同じく番屋的な建物とみ

られる。第Ⅱ期の上壊 SK8784を 掘込んでいる。

SD7131,SD7132  (PLAN 14～ 16,PL 32・ 34・ 38)  6ABQ―C・ D,6ABR一 G地区

SD7131は中軸線の東33m(1lo尺 )で南へ流れる素掘りの南北溝 (幅80cm,深さ10Cm前後)。

北端は東西溝SD7132につながり,南端は石積暗渠SD7799で南面築地 SA3810を 貫通する。SD

7132は この時期の石積擁壁 SX9230の南8.5mに ある素掘りの東西溝 (幅50cm,深さ10Cm)で ,

東端はSD7131につながる。ともに上層礫敷面で検出するが,SD7131が同時期の東西塀SA7130

にかさなっており,第Ⅲ期のなかでも新 しい時期にぞくする遺構である。

SA7776  (PLAN 14,PL.34)  6ABQ一 D地区

この時期の南FttSB7750の 北面東寄りにある4間 (59m)の 東西塀。柱の掘形 (方70cm)に は

径40cm内外の柱痕跡をとどめる。第Ⅱ期南面築地回廊SC3810Aの北雨落溝SD3778に 重複して

いる。

小 建 物

小 建 物

8ヱ
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SBT785  (PIAN 15,PL,37) 6ABQ一 D地区

南面築地 SA3810の 北34mに 位置する 3間 (3.lm)× 2間 (42m)の 東西棟建

物。柱間寸法は桁行 27m(9尺 ),梁間 21m(7尺 )で ,柱掘形は小さな円形

(径30cm,深 さ25cm)を 呈する。柱位置はやや不揃いで,棟方向は東で南へ約 3度

上層礫敷面で検出。

SA7130   (PLAN 9・ 16,PL.40・ 41)  6ABQ― A,C地区

石積擁壁SX9230の南26mで 広場地区を横断する東西塀。27間分の柱穴を検出した。大半の

南面の囲い 柱間は 3m(lo尺 )だが,東面築地 SA3800Aには2.lm(7尺 )の 柱間寸法でとりつき,井戸SE

9210に接する東から13間 目の柱間(42m,14尺 )は広 く柱掘形も大きいので, 門にあてることが

できる。柱の掘形は大半が方70cm,深 さ20cmで ,径30cmの柱痕跡をのこすものもある。それ

に対 して門の柱掘形は他よりも大きい (方 lm)。 上層礫敷面で検出し,同時期の南北溝 SD7133

が掘込んでいる。

SB9220  (PLAN 17,PL.45)  6ABQ一 A手也区

脇 哲働 :辮lF献をと観絲
る。第 I期 の簿積擁壁 SX6600を掘込み,上層礫敷面で検出した。第ⅡとⅢ期を区別する決め

手はないが,SF9232Bに食い込み,中軸線上にあるSB7131と 北廂の柱筋をそろえているので

この時期におく。

SB7141   (PLAN 16,PL.39)  6ABQ― C地区

東西溝SD7132の南側にある2間 (12m)以上× 1間 (3,6m)の東西棟遺

特異な遺構 構。柱の掘形は長方形 (3m× lm,深 さ80cm)を 呈し,径60cmの柱位置を

30cm程度深 く掘込んでいる。中軸線をはさんで対称的な柱間を想定すれば,桁行は 6間 (36m)

となり中軸線上に桁行中央の柱がのることになる。このような建物の類例は他になく,構造も

決めがたく,棧敷風の遺構かもしれない。上層礫敷面で検出。第Ⅱ・Ⅲ期のいずれかを決め難

いが,SD7131,SD7132で 囲まれていることから一応第Ⅲ期にいれた。

SB7140  (PLAN 16,PL.39)  6ABQ― C地区

SB7141の 南にある 6間 (16m)以上×2 FHl(4.8m)の 東西

晉辱警を,間寸法は桁行が2.7m(9尺 )等間で,梁間が2.4m(8尺 )等贈

柱の掘形は方 70cmで,径30cmの柱痕跡をとどめるものもある。この建物の棟方向は西で北へ

約 4度振れており, ゆがんだ建物になっている。 上層礫敷面で検出。 SB7141と は共存でき

ず,方向も振れているので第Ⅲ期のなかでも時期が下るものとおもわれる。

SB7134   (PLAN 16, PL.39)

のごI雄ぽЧ魅糀表身罹しq研留鞍罹群二:熙
り,仮設建物のようである。上層礫敷面で検出。

SD7133,SD9236  (PLAN 16,PL.40・ 45)  6ABQ― A・ C地区

SD7133は C地区南辺中央部にある石敷の南北溝 (幅70cm,深 さ5cm)で ある。 側石はすでに

32
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なく,扁平な安山岩を用いた底石およびその痕跡がのこるにすぎない。南端は消失しているが

北端は壇上の南北溝SD6612を うけたようである。

SD9236は SB9220の 北西にある東西溝 (幅80cm,深さ10Cm)で ,6mを とどめるにすぎない。

西岸には人頭大の安山岩をならべている。ともに上層礫敷面で検出したが,著 しく破壊されて

いるので,本来の姿をうかがうことができない。しかし,SD9236は SD7132の前身として東西

にのび,それにSD7133がつながり,石積擁壁の上からSB8300の 東雨落溝の排水をうけた可能

性もある。

SK7135   (PLAN 16, PL.39)  6ABQ― C地区

SB7134の 東側にある方形の土壊 (方2m,深 さ25cm)で ある。堆積土は上下 2層にわかれ,上

層からは瓦器片などが出上した。上層礫敷面で検出。

� 奈良時代以前の遺構

SX7800  (PLAN 15,PL.37,ng.45)  6ABQ― D地区

D地区の西北隅にある方墳の痕跡である。墳丘はすでに削平さ

れ方形にめぐる周濠だけがのこる。墳丘部は 9m× 8.2mの方形

を呈し,方位を東北一南西にとっている。周濠は南西辺でののこ

H6970m 古

りがよく,幅2.5m,深さ30cmで あり,の こりのわるい東北辺で 報

―

は幅 lm,深さ10cmで あった。これは東北が高く南西に低い旧地

形の状況をしめしている。周濠内には古墳存続時の黒褐色土が凹
ag。 45 SX7800濠の断面

レンズ状に堆積し,そのうえに平城宮造営時の埋上がかさなっている。こうした堆積土中から

埴輪や須恵器の破片が出土し, 5世紀後半の古墳であったことがわかる。

SD7787  (PLAN 13・ 15,PL.12・ 37,ng.14)  6ABR― G・ H,6ABQ一 C・ D地区

発掘区の西寄り,中軸線の東 1lmの ところにある素掘りの南北溝 (幅1.5m,深さ15cm)。 下

層の礫敷でおおわれており,平城宮造営以前の溝であるとともに, 方墳SX7800の 上をとおっ

ており5世紀以後の遺構であることがわかる。 また, 第 I期南門 SB7801の下層でも確認で

きた (ng 14)。 さきに朱雀門地区で検出した下ッ道東側溝の延長線上にあり,下 ッ道がこのあ

たりまでおよんでいたことがあきらかになった。

SB7816,SB7817,SB7818  (PLAN 13,PL.3)  6ABR―GH地区

SB7816は H地区北辺 中央部にある2間 (45m)× 1間 (33m)の 東西棟建物。柱掘形は小さ

な円形 (径30cm,深さ15～25cm)で ,棟方向は西で北へ約 4度振れている。地山面で検出した遺

構で,和銅の造営時ないしはそれ以前の建物となる。つぎの SB7817と 重複関係にあるが,柱

穴が直接重複していない。

SB7817は SB7816の 西に重複して建つ 3間 (49m)× 2間 (33m)の 南北棟建物。

柱掘形の状況はSB7816と 同じ。地山面で検出した。

下ツ道東側

溝

ガヽ 建 物

SB78181ま SB7817α )西】ヒイこある 3間 (8.3m)× 2間 (5.2m)ξ

:iヒ糧:号者 iま ::弓:園柱列の柱間は若千広がっている。柱掘形の状況は SB7816と 同

西て 5度強振れている。地山面で検出した。
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SA7824  (PLAN 13,PL.3)  6ABR― H地区

SB7818の 西南にある南北塀。 4間 (長さ4m)で完結している。柱穴は径15cm,深 さ15cm程

度であり,杭を打ち込んだようである。地山面で検出した。

SD3772  (PLAN 7,PL.31)  6ABR― P地区

P地区の東南隅にある素掘りの溝 (幅80cm,深 さ13cm)で , 長さ19.5mを 検出した。西南か

ら北東方へゆるやかに彎曲している。地山面で検出。

SB3773,SB3774  (PLAN 7・ 14,PL.31)  6ABR― P地区

SB3773はSD3772の西にある4間 (66m)× 3間(41m)の建物で,棟方向は北で西

旭ヽ 建 物 へ35度32分振れている。柱の掘形は方50cm,深 さ10～ 20crnである。地山面で検出。

SB3774は SB3773の東側にならぶ 2間 (42m)× 2間 (32m)の 建物。棟方向

は北で西に約48度振れている。柱掘形の状況は SB3773と 同じ。地山面で検出。

SK3782, SK3787   (PLAN 7)  6ABR一 P地区

SK3782は SD3772の北にある不整形の土壊 (5m× 14m,深 さ50cm)。 堆積土からは少量の古

土  壌 墳時代の土器小片が出土した。地山面で検出。

SK3787は SK3782の 北にある楕円形の上壊 (3m× 1.9m,深さ15cm)。 西端には第Ⅱ期の土

壊SD3784が掘込んでいる。地山面で検出。

SK3798,SK3799  (PLAN 15)  6ABQ― B地区

SK3798は B地区の西南隅にある方形の土壊 (方3m,深 さ20cm)。 第Ⅱ期の南面築地回廊 SC

3801Aがかさなっている。古墳時代の遺物が少量出土した。地山面で検出。

SK3799は SK3798の北にある不整形の上壊 (5m× 35m,深 さ30cm)。 堆積土中に古墳時代の

爛
熙

土器があった。地山面で検出。

SB7780  (PLAN 15,PL.37)  6ABQ― D地区

D地区の東南隅に位置する 5間 (146m)× 2間 (4.8m)の南北棟建物。

大 建 物 柱間寸法は桁行2,92m(lo尺 )等間,梁間2.4m(8尺)等間である。柱の

掘形は方 lm,深 さ25cmで あり,径35cmの柱痕跡をとどめるものもある。北で若干西へ振れ

ている。第 I期の南面築地回廊の北雨落溝 SD3778と 足場 SS3805が重複する。地山面で検出。

柱の掘形が比較的大きい。

SB7790  (PLAN 15,PL.37)  6ABQ― D地区

SB7780の 北7.2mをへだて,柱筋をそろえて建つ 3間 (87m)× 2間 (4,8m)

の南北棟建物。柱間寸法は桁行2.9m(10尺 )等間,梁間は21m(7尺 )と 2.7m

(9尺)にわかれる。柱の掘形は方 lm,深 さ20cmで径35cmの柱痕跡をとどめるものもある。

この建物とSB7780の棟方向は北で西へ約 3度振れており,同時期の建物。地山面で検出。

D 東外郭地区

築地回廊で囲む第 1次大極殿地域の東側は,壬生門内に展開する東方の内裏・第 2次大極殿

地域と隣接する地区である。調査の結果,発掘区の東限を南北に貫通する南北溝 SD3715を境

にして,その西側が第 1次大極殿地域にぞくすることがあきらかになった。また,後の第91次

調査によってSD3715の東側,6ABE一M地区以北は幅 12mの南北に長い帯状の区画となって

8を

≪

圏
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第 2次大極殿地域の外周をめぐっていることが明らかになっている。この地区の整地は一様で

はないが,旧地形の低い南部 (6ABE一P,M地区)では lmに達する盛土を行ない,北方に向う

に従って盛土がうすくなり,6ABC区 では地山を削平しているようである。木樋暗渠などによ

って築地回廊をぬけ,東外郭地区を横断してSD3715に排水する施設が 8条あるが,それについ

ては回廊地区でふれたので,こ こでは略する。この地区の時期決定は必ずしも容易でないが ,

築地回廊内に準じて第 二～Ⅲ期の 3期に区分した。なお,6ABE―P,6ABS―E地区は第 1次

朝堂院地域の遺構にぞくするが,便宜上この項にふくめる。

第 工期の遺構

SD3765  (PLAN 5～ 7,PL.19。 30,ng.46)  6ABS― E,6ABE一 M・ K,6ABD― D地区

この地区の南半部を南北に流れる素掘りの南北溝 (幅1.6m～2.6m,深 さ60cm)で ある。南方

で深 く,北方で浅い。D地区で消失し,北限をしることができない。南方は,後の調査によっ

て,第 1次朝堂院地域内を南下することが判明している。溝の堆積土が比較的厚いM地区から

各種の遺物が出土しており,出土した木簡の年記によって和銅年間に存在したことがわかる。

また,溝の使用期間は短く,M地区では粘土質の上によって西側から短期間のうちに埋立てて

いる状況を顕著にとどめていた(ng.246)。

ちなみに,中軸線の東 102.6m(342尺), 東面築地回廊 SC5500の東 14.3m(48尺 )に位置し

ている。なお,平城宮造営以前の遺構とする見方もあるが,第 1次大極殿地域の排水路である

暗渠 SD5555お よび SD5584が この溝に注いでおり,築地回廊建設時に存在し利用したことは

があきらかである。木樋暗渠SD5560,SD5562,SD3770な どがこの溝のうえを横断している。

SD5584  (PLAN 5)  6ABE一 M地区

築地回廊の東南隅の北13mで ,東雨落溝SD5575か らはじまり, 南東に流れてSD3765に注ぐ

溝 (長さ85m,幅lm,深 さ40cm)。 SD3765の廃止とともにこの溝も埋立てられており,SD5575

からの取付部分には木樋暗渠SD5562が掘込まれている。

SA5550A・ B,SA5551A・ B   (PLAN 5,PL.16・ 19,ng,46)  6ABS― E地区

SA5550Aと SA5551Aは SD3765を埋立てたのちにつくる塀であり,第 1次朝堂院地域をめぐ

る。SA5550Aは 南北塀で 6間分 (177m),SA5551Aは 東西塀で 4間分 (118m)の柱穴を検出

した。L字状に交わる東北隅の柱穴は後世の野井戸によって破壊されているが,連続するもの

とみてよい。柱間寸法は2.95m(10尺 )等間である。柱の掘形は方 1.5m内外,深さ 1.2m内外

であり,地山に沈下した柱痕跡 (径35cm)を 下部にとどめるものがあり,上部には一まわり大

きな柱抜取痕跡がのこる (ng.46-1)。 SA5551Aの 西端は SC5500の西雨落溝の位置からはじま

るので,回廊の東側柱に取付いたことになる。 SA5550の南端は発掘区外にのびるが, 後の調

査によって第 1次朝堂院地域をめぐることが判明している。

SA5550B o SA5551Bは 朝堂院の木塀を築地に改めたものである。柱掘形のうえに厚さ25cm

の砂礫をまじえる黄褐色上の盛上がのこる。ただし,破壊が著しくその幅をしることができな

かった。

初期の幹線

水路

朝堂院の塀

1)『年報1975』 p. 16
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SD5550  (PLAN 4)  6ABE― P地区

SA5550の東2.lm(7尺)に ある素掘 りの南北溝 (幅1.45m,深さ60cm)。 築地築造時 に この 地覆石据付

溝も埋立て られており,基壇上が西岸までおよび,堆積上には部分的に凝灰岩片がふ くむとこ 
痕跡

ろもあった。基壇の地覆石据付痕跡ないしは雨落溝の痕跡とみ られる。

SD3715   (PLAN 4・ 6～8,18・ 19, PL.20・ 29,79,86, ng.46)

6ABE―P,M・ K,6ABD― D,6ABC― U・ V地区

東外郭地区の東限を画して南北に流れる素掘りの南北溝 (幅2～3m,深さlm)。 溝底は南に向

って傾斜しており,約 300mの 間で7.6m低 くなっている。この溝は宮内を南北に流れる基幹排

水路で,北は6ABO区から,南は6ABH区 までの間約530mで存在を確認している。溝の堆積層

は 2・ 3層 に区分しえたが,流水のために層位に混乱があるらしく,遺物の逆転がみられる。M

地区南部では東方から1条 ,西方から3条の溝が合流しており,氾濫のあとをのこすのである

が,こ の付近からは木簡をふくむ奈良時代全般にわたる多量の遺物が出土した。 P地区では霊

亀元年の年記のある木簡が出上した土壊 SK5535を掘込んでこの溝をつけているので, 上限が

715年を遡 らないことをしめす。下限は包合する遺物から奈良時代末期におくことができ, 奈

良時代を通じて存続したことになる。

SK5535  (PLAN 4,PL.20)  6ABE― P地区

P地区には不整形の上壊が多数あり,SK5535も その一つ。幅 1.8m,深さ30cmの上媛であ

るが,東部をSD3715が破壊している。内から霊亀元年の年紀のある木簡が出上した。

SD5490  (PLAN 4)  6ABE一 P地区

P地区の東南隅にある素掘りの東西溝 (幅lm,深 さ20cm)。 東方からSD3715に流入する。

後の第91次調査で,こ の溝がSD3715か ら東へ18mの びていることを確認している。

SA5492  (PLAN 4,PL.20)  6ABE― P地区

SD3715の東岸にある南北塀。全長 4間 (3.lm)であり,柱間寸法は203m(6.5尺)と なる。

柱の掘形は方50～80cmと 不揃いで,南端の柱穴には径17cmの柱根がのこる。

SA5504  (PLAN 4,PL.20)  6ABE― P地区

SD5490の北14mに ある東西塀。 4間分 (115m)を検出した。西はSD3715の西岸からはじま

り第 2次大極殿地区の南面外郭塀であるSA8165に とりつくことになる。ただし,柱間寸法は

不揃い。SD3715の東岸地帯を南北に区画している。

SD5505  (PLAN 4,PL.20)  6ABE一 M地区

M地区の南辺で東からSD3715に 注ぐ素掘りの東西溝 (幅2m,深さ50cm)。 水流の激しさを

しめすように合流点が者しく氾濫している。この溝は第 2次大極殿地域外郭の塀ないしは築地

に設けた石積東西暗渠をうけていることが第91次調査であきらかになっている。この溝の堆積

土から平城宮土器Ⅲが出土した。

SB5595  (PLAN 4,PL.20)  6ABE― P地区

行 :豊E:§雇写:盈舟iSと 15彗愁亀とをFこ

.尾

ぢ∵¥Y哲¥争 極層まと[[ ここ豆電

めるものもある。東妻柱列は第91次調査で検出した。

幹線 水 路

第 2次大極

殿東外郭の

遺構
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第Ⅲ章 遺  跡

SB5510  (PLAN 4,PL.20,ng。 47)  6ABE一M地区

SB5495の 北10.5mにある南北棟建物である。6間 (■ .4m)× 2間 (4.2

1ヽ 建 物 m)の身舎北妻に,2間 (34m)× 2間 (34m)の 小室をとりつけている。

溝に架けた

遺構

<

身舎には棟通り中央に間仕切の柱穴をおく。柱間寸法は身舎の桁行・梁間ともに1,9m(6.5尺 )

を基準にするが多少の出入がある。小室は桁行 。梁間とも1,7m(5.5尺)等間である。柱の掘形

は不揃いだが,方 60cm内外で,径 17cmの 柱根をとどめている。小室の身舎への取付きとし

て,身舎柱の内側に柱を建てた可能性がある。この建物の周辺には地山上に黄褐色粘質上の整

地層があり,その上面で検出した。SB5495と 柱筋を揃えているのでこの時期におく。

SB5515  (PLAN 6,PL.20)  6ABE一 M地区

法は桁行が ;H蒼骨身ξ Y監と1貿彗 手凡 五

9r5骨

:釉 だ と 匡 頭 翻

は北でやや西に振れているが,SB5495,SB5510と ほぼ柱筋をそろえているので同時期とする。

SB5520  (PLAN 6,PL.20,ng.47)  6ABE一 M地区

呻 阻 蜘 呻 獅 ω 蝉 酌 蜘 勒
圏

である。柱間寸法は,桁行・梁間ともに2.08m(7尺 )等間である。柱の掘形は不

整形でおよそ方50cm,深 さ60cmで ある。 5個の柱穴には径14cmの柱根があり,北妻柱の柱穴

には埠の礎盤がある。

SB5521  (PLAN 6,PL.20)  6ABE一 M地区

ぷ 解 脇 蘇 子駐 罹)珠 :夏

ヒ

そ員権糸ζ母繁峰侵 園

である。

SX5528,SX5540, SX5527   (PLAN 4・ 6,PL.20)  6ABE一 P・ �地区

SD3715の両岸にならぶ小柱穴列である。 P地区の SX5528は溝を はさんで 2間 (3.6m)× 1

間 (3m)であり,M地区のSX5540は 12間 (40.2m)× 1間 (3m),SX5527は 5間 (8.5m)× 1間

(3m)である。柱間寸法は2.33m(8尺 )を基準にするが多少の出入がある。しかし,必ず東西の

柱穴が対になるという原則がある。SX5528の柱穴が方 80cmと大きいのに対し,他は径 40cm

内外の小柱穴である。 東岸の建物群のあるところに限ってこの地設をもうけているようであ

り,橋のように溝に蓋した施設とかんがえられる。西岸の柱列には第Ⅲ期の南北溝 SD5530が

掘込んでいる。

SA5525,SA5526  (PLAN 6)  6ABE一 M地区

SA5525は SB5520の北側にある東西塀。SD3715の東岸からはじまり東へのびるもののよう

で, 2間分 (4.3m)を検出した。柱の掘形は径40cmの 円形である。SB5520と 柱筋をそろえて

⑬ 罐 ◎ 欺
一＝
４

ag。 47 小規模建物の柱掘形
1. SB5510イ ニ  2. SB5510イ 三

3. SB5520ハこ二  4. SB5520ハ四
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いるのでこの時期においた。

SA5526は SA5525の 北に位置する東西塀で, 2間分 (4.3m)を検出した。柱の掘形は方60

cmで あり,SA5525よ りも大きいが,両者は建替えの関係にあるもののようである。 2条の塀

の北側には建物がなく,南方の建物群を画した塀とみられる。

SK3730  (PLAN 7) 6ABE一 K地区

K地区中央,木樋暗渠 SD3770の南にある土壊 (方2.2m,深さ60cm)。 埋土から土器片と多量

の桧皮が出上し,また 2点の木簡もあった。

SX3720,SF3742  (PLAN 7,PL.29,ag.48)  6ABE― K地区

SX3720は SD3715に架けた橋で,溝の両岸に径 10cmの 杭を打込んだ橋脚がある。橋脚は近

接する2本を一組として打込んだもので,東西両岸に各 4個所ある。間隔は95cmで ,全長285

mを 3等分している。この橋脚は護岸をもかねて裏側に板をいれている。

橋をはさむ東西の岸に黄褐色粗砂上の硬い地面が幅 5mでのびており,道路敷 SF3742 1こ想

定することが可能となる。時期を決めがたいが,橋の北 15.3mに位置する東西塀 SA3780に 開

く門との関係からこの時期においた。

SA3780, SB3746  (PLAN 8,PL.28,ng.26)  6ABD― D地区

東西溝SD3775の北 18mにあって,東外郭地区を南北に 2分する東西塀が SA3780で ある。

中央に 1間 (4.lm,14尺)の問SB3746を おいて,西に 5間 (148m),東 に 3間 (8.6m)の 塀がつ

く。塀の柱間寸法は東端 1間が 2.7m(9尺 )であるほかは,2.96m(10尺)等間である。柱の

掘形はおおむね方80cm,深 さ80cmだが必ずしも一定しない。門柱の掘形は横長の長方形 (15

脚

南北に仕切

る塀と門

mx3m,深 さ80cm)で ,塀の柱掘形よりも大き

い。底には木材の礎盤をしく。塀の両端はSC

5500の東側柱位置とずれており,直接回廊に

つながっていない。

SA3750   (PLAN 8, PL 29)

6ABD― D地区

SD3715の西にある南北塀。SA3780の 北 3

mか ら12間分 (286m)を 検出した。北は発

掘区外にのびるようだが,C地区にはおよん

でいない。柱間寸法は2.38m(8尺)等間で ,

掘形は方 80cmで ある。第 1次朝堂院東外郭

ではこの柱筋にほば等しいところに和銅造営

時に遡る南北塀 SA8410が 下層遺構として発

見されており,それが 6ABE一P地区におよ

ぶことは確実である。同一の塀でなくともそ

れに関連するものであろう。 SX3720は SD

3715の東岸にある 1間 (2.7m)の柱穴で方21

m,深 さ30cmの柱掘形。SA3750の南端の 1 ag.48 SX3720実 測図

S D3715

1)『寄君穀1977』 p.22
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第Ⅲ章 遺  跡

間とほぼ柱筋をそろえているので,こ こに橋のような施設が想定できる。

SB8330   (PLAN 18,PL.79)  6ABC― V地区

SD3715の西岸に近接する 6間 (17.54m)× 2間 (526m)の南北棟

建物である。棟通りの 2間ごとに間仕切柱をおく。柱間寸法は桁行

2.92m(lo尺 )等間,梁間2.63m(9尺 )等間となる。東側柱列の柱掘形はSD3715に よって浸食

されている。柱の掘形は方 60cm～ lmで ,径 25cmの柱痕跡をのこす。第Ⅱ期の SB8320と 第

Ⅲ期のSB8325の 柱穴が掘込まれている。SD3715が開削される以前の建物であろう。

SB8315  (PLAN 18,PL 79)  6ABC― V地区

.翠Υi監鳥乳聰鼈紛t算言塩屋駕 彰ず明曇伝極圏
痕跡をとどめるものもある。第Ⅱ期のSB8320と 第Ⅲ期のSK8317が掘込んでおり,東側の柱穴

が破壊 されている。

SB8234  (PLAN 19,PL.87)  6ABC― U地区

寸習3だξtta几 :冒riニュ≧ζ罹ゴぢ子竺琶層蓋晉岳驚を任既 とことこ二重電
りの柱穴を配する。柱の掘形は方50～80cm前後で,径30cmの柱痕跡をとどめるものもある。

SB8315と 西側柱列がそろう。

SA8229  (PLAN 21,PL.84)  6ABC― U地区

SC5500の 東側柱列の東 3mにある南北塀。全長は 5間 (11.66m)で ,柱間寸法は2.33m(8尺 )

日 隠 塀 等間である。柱の掘形は方60cmで ,径20cmの柱痕跡がある。方位を北で西へ少し振れている

が,築地回廊に開く門SB8333の 正面にあたることから,仮設的な目隠塀とかんがえる。

SA8231  (PLAN 18)  6ABC― U地区

SA8229の東にある南北塀。全長は 4間で (11.24m),柱間寸法は 2.81m(95尺 )等間である。

柱穴は径40cmの 円形を呈する。SA3777の間口の広いところに面していることから,日隠塀と

かんがえる。

工 第■期の遺構

SB8320  (PLAN 18,PL.79)  6ABC― V地区

SD3715の 西岸にある 7間 (20.85m)× 2間 (595)の南北棟建物

で,北から四通の棟通りに間仕切の柱穴を設ける。柱間寸法は桁

行・梁間ともに 2.98m(10尺 )等間で,柱の掘形は方 1～ 1.2m,

SB8320の 北22.5mに ある 5間 (15m)× 2間 (6m)の南北棟建物。柱間

寸法は桁行・ 梁間ともに 3.Om(10尺 )等間である。柱の掘形 (方1.5m内

外,深さ70cm)に は径45cmの 柱痕跡をとどめるものがある。柱抜取痕跡

θ0

深さ40cmである。大きな柱抜取痕跡をともなうほか,径 30cmの 柱痕跡をとどめるものがあ

る。抜取痕跡には土器 。瓦片などが混入していた。第 I期の SB8330を掘込み,第Ⅲ期の SK

8317,SK8318,SK8819,SB8325が かさなっている。

SB8240  (PLAN 19,PL.87)  6ABC一 U地区

<

<
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から建物の外側に柱をたおした状況がわかる。この抜取痕跡からは,瓦や土器片が出上した。

第Ⅲ期の東西溝 SD8227が掘込んでいる。

SA8236  (PLAN 19)  6ABC― U地区

U地区の北辺で検出した 4間 (106m)の東西柱列。柱間寸法は2.65m(9尺 )等間で,柱の

掘形は方 lm,深 さ70cmである。東西にのびて外郭北辺を画するのであろうか。ただし,北

側にのびて東西棟建物になる可能性もすてがたい。北面築地回廊 SC6670基壇南縁の延長線上

にあるので第Ⅱ期においた。

� 第Ⅲ期の遺構

SD5530  (PLAN 4・ 6～8,PL.20・ 29)  6ABE―P,M・ K地区

南北溝SD3715の西岸にあって,こ れと重複する素掘りの南北溝で,K地区以南 でみられる。

上流では幅 lm前後,深さ40cmで あるが,P地区では幅 3mに広がっている。 SD3715の流路

が埋って,こ の時期に改修したものであり, K地区以北では SD3715を そのまま利用したもの

とみられる。小礫を含む砂が堆積し,瓦片などが混在した。

SX5543  (PLAN 6,ng.49)  6ABE一M地区

SD5530に架けた橋。80cmの 間隔をおく東西両岸に南北 2間 (1.35m)の 杭 (径6cm)を打ち

こんでいる。杭と溝肩との間には自然木をわたして護岸している。

SA8,B8,SB8335  (PLAN 9,18。 19,PL.23。 47・ 79・ 86)  6ABD―C,6ABC―UoV地区

さきにのべたように,こ の時期の広場地区を横断する東西塀 SA3740の東端の柱穴から北ヘ

のびる南北塀SA8238と 門SB8385で ある。

SA3238は東面築地SA3800の心から東17.8m(60尺 )に位置する。V地区の SB8335以北では

27間分 (7267m)を確認し,その柱間寸法は3.Om(10尺 ),2.7m(9尺),2.4m(8尺 )な どと不

揃いだが,概 して2.7m(9尺 )が多い。柱の掘形は方50cm,深 さ20cm内外であり,円形を呈

するものも多い。 SB8335の 南のD地区では柱穴を検出していない部分もあるが,一連の塀が

あったとみてよい。

V地区にあるSB8335は 1間 (54m,18

尺)の問である。北側の柱掘形は長方形

(14× 1.lm)を呈し,長軸を南北におき,

2段に掘込む。掘形の北側のほうが深く

(深さ70cm),そ こに径 27cmの柱痕跡が

ある。また,掘形の北縁には SA8238の

柱穴がかさなっており,門を建てたのち

に塀をつくったことがわかる。この問柱

と塀の柱とは 40cm程度離れていること

になる。なお,南側の柱穴は半分しか検

出していない。

Sl)5530

Sヽ 5513

日683m

北 辺 の 塀

新しい水路

東面を画す

る木塀

―
戒
�
ぽ

ag。 49 SD5530に 設けた小橋 SX5543
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SD8237, SD8239   (PLAN 8。 9。 18・ 19, PL 23・ 47,79,86)

6ABD― C・ D,6ABC― U,V地区

心々距離4.4rll(15尺 )を おいて 平行する 2条の南北溝 (幅 lm内外,深さ30cm)。 2条の溝は

一条通 りまで検出したが,さ らにJとへのびる可能性は強 く,大膳職地域の東面を画する南北築

地 SA350と 同一線上にあることが注目される。6ACD一D地区では未検出だが, 2条の溝の中

心に SA8238がおさまり,塀の側溝とみ られる。

SA3741  (PLAN 7)  6ABE― K地区

門SB3768内 にある 6間 (17m)の 南北塀である。 柱間寸法は南端の間が2.4m(8尺 )で ある

ほかは2.96m(lo尺 )等間である。柱の掘形は径 25cmの 円形を呈 し,径 18cmの 柱痕跡をとど

めるものもある。第 I期の東西木樋暗渠SD3770を 掘込んでいる。ある時期に門SB3768を 廃 し

てこの南北塀を設けたのであろうか。

SB9213  (PLAN 9,PL.48)  6ABD― C地区

建物:樫暫ギ雀者澪打
イ
:塩島民を魅
あ
曳ζ写&督帯重〔品遷ζぞ七BFと骨 隠

掘形は径50cm前後の円形。

SB8325  (PLAN 18,PL.79)  6ABD一 V地区

SD3715の西岸にある5間 (12.64m)× 2間 (4.12m)の 南北棟建物で,南

北に廂がつく。柱間寸法は身舎の桁行・梁間とも2.06m(7尺 )等間で ,

南北の廂は3.23m(11尺 )である。柱の掘形は方 40～60cmと不整形で,径

をとどめるものもある。第 I期の建物 SB8330,溝 SD8327,第 Ⅱ期の建物 SB8320に 重複して

いる。また方位が北で東に振れ,東門 SB8335の 東に想定しうる道路内にかかっているので ,

第Ⅲ期のなかでも新 しい時期にぞくするであろう。

E 大膳職地域

6ABO地区の大膳職地域については,すでに『平城宮報告Ⅱ・Ⅳ』で報告した。その後に行

再 検 討 なった6ABO地 区の第81次調査や第 1次大極殿地域の発掘成果によって,遺構の変遷について

若干の補足と訂正を行なわざるをえなくなった。その大きな理由の一つは石敷東西溝 SD130の

解釈である。『平城宮報告Ⅱ・Ⅳ』では,SD130を 大膳職地域の南面を区画する築地の南雨落

溝に想定したのだが,こ の溝は前述してきたように第 I期第 1次大極殿地域を区画する北面築

地回廊 SC8098の 南雨落溝であることが判明した。そこで,改めて大膳職地域の変遷について

検討を加えねばならぬところとなり,新たに検出した遺構に説明を加えるとともに変更部分に

ついてものべることにした。『平城宮報告Ⅳ』で想定した各時期の建物配置について根本的に

ことなる点はない。しかし,時期区分については『平城宮報告Ⅱ・Ⅳ』の第 I期と第Ⅱl期を

本報告の第 I期 ,第 Ⅱ2期を第Ⅱ期,第 ■3期 と第Ⅲ期を第Ⅲ期とするのであるが,後述のよう

に絶対年代の比定については若千ことなるところがある(ng.50,51)。

i tt I期 の遺構

『平城宮報告Ⅳ』第 I期 (以下報告Ⅳ第I期などという)の うち,北面築地回廊SC8098推定域に

重複する遺構を平城宮造営前と第Ⅱ期にふりわける。ただし,SB299,SB370,SB3471こ ついて

,2
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は重複しないが第Ⅱ期にいれた。改定案の第 I期 は 2小期に細分できる。第 I-1期 は中軸線

をはさんで東方に建物 SB317,西方に SB170があり,後方を東西溝SD141が画する。第 I期一

2では,後方を画する東西溝 SD126A・ Bが北方にしりぞき,中軸線をはさんで東西にそれぞ

れ 3棟 ,東方SB200・ SB205・ SB212,西方SB185A・ SB177A・ SB194Aの建物を配する。

� 第Ⅲ期 の遺構

第 H期は SC8098を 廃し,こ の地域に築地で囲んだ官衡を形成する時期である。主として報

告Ⅳ第Ⅱ-2期 の遺構が中心となる。すなわち,中軸線をはさんで,東西にそれぞれ築地をめぐ

らし,建物を配するのだが,こ こでは東区,西 区とよぶことにしよう。第正期も 2小期にわか

れる。第Ⅱ-1期の東区ではSB201を中心にして 7棟の建物(SB206・ SB209・ SB213・ SB299・ SB

370・ SB347)がならび,南側に 2穴の井戸 (SE31lA・ SE272A)を おく。西区では,ほば同規模の

建物 8棟 (SB8116。 SBl12 o SB131・ SB145・ SB186B o SB177B・ SB194B o SB143)を南側と北側によ

せて配置し,そ の中間東寄りに丼戸SE168Aを おく。第Ⅱ-2期 は建物配置を部分的に改変する

とともに築地内を木塀で 2分する。東区の東側では第Ⅱ-1期 の建物を廃し,あ らたに 3棟の

建物SB364。 SB341・ SB293をおく。東区の西側では建物に変更がなく, 3条の塀SA332・ SA

204・ SA412を くわえる。西区の東側では南の 2棟 SBl13・ SB166をたてかえるが,西区の西側

では建物のたてかえがない。

築地内を画する 2条の南北塀SA304。 SA121は ,報告Ⅳでは第Ⅲ期につくられたことにして

おり,殿舎地域の状況からすると,区画内を木塀で細分する傾向は第Ⅲ期において顕著であり,

第Ⅲ期の可能性もつよい。しかし,今回第Ⅲ期においたSBl16が SA121・ SA120と 重複するこ

と,東区の東側にたてかえるSB364が小区画の中央建物とみられることから,第Ⅱ期に合める

ことにした。この際,西区の西側では井戸を欠くことになり,こ の区画が利用されなかった可

能性もある。また,東区の西側にある 3条の塀は第Ⅱ-1期 にさかのばってもよい。第Ⅱ期の

遺構には今回の調査で検出したものがあり,つ ぎにその主なものをかかげる。

SA109   (PLAN 34・ 35, PL.92o94o95, ng.49)  6ABO― LcP地区

6ABO― L地区以西では,粘土質の地山のうえに約 70cmの第 I期整地 (灰白色粘上・赤褐礫混

り粘土)がある。第Ⅱ期の SA109は この整地上に灰黄色粘土・責灰色粘上を盛って築地基壇と

し,南北に側溝を掘込む。第Ⅲ期には再度整地土 (黄褐色粘土など)を盛りあげ,築地の改修を

行なっている。南北側溝幅が一定しないので,基壇幅をきめえないが,第 Ⅱ・Ⅲ期とも幅 4m

内外であったものとおもわれる。寄柱や門の親柱の痕跡がなく,集地幅も不明である。第Ⅱ期

築地基壇上の下部から軒平瓦6282-B,6284が 出土した。L地区の上層観察用の試掘坑では,

第 I期の灰白色粘上の深さと同位置で,軒丸瓦6732A,6691A,6721を 採集した。このことに

ついては,試掘坑の東に第Ⅱ期以降の土壊が重複しているものと解釈した。

SBl16,SB8116  (PLAN 34,PL 92・ 93)  6ABO―L地区

SBl16は F平城宮報告Ⅱ』で 5間 ×2間の東西棟建物として報告したもの

だが,今回南廂をもつ 5間 (1337m)× 3間 (3.61m)の 東西棟建物であるこ

とがわかった。柱間寸法は桁行2.67m(9尺 ),梁間は身舎で2,97m(lo尺 ),

廂で2.67m(9尺 )である。柱の掘形は方30cm,深 さ30cmで ,径40cmの柱

9を
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痕跡がのこるものがある。なお,廂 の西端柱の穴は検出できなかった。

癖:1琴をそ:諄静鶴才:強捻挫13:争酔亜コ
径40cmの柱痕跡がのこる。

SK8079, SK8080   (PLAN 34・ 35., PL 89,90)  6ABO―E地区

E地区には不整形の大小土妖が多く存在する。時期を決めがたいものも少なくない。SK8079採 土 族

とSK8080は 第Ⅱ-1期 当初の遺構である。 SK8079は長楕円形 (17.5m× 48m,深さ60cm内外)

の上漿。土壊内の堆積土は数層に区別でき, その最上層に第■期の築地SA8100に ともなう雨

落溝SD267,暗渠SD8077が重複している。SK8080も 同様の上躾 (24× 5m,深さ50cm内外)であ

る。これらの土壊は,第Ⅱ期第 1次大極殿地域の北面築地回廓を造成したときの採土妖とかん

がえられ,築地回廊SC6670と 築地SA8100の建設が同時でなく,後者が若千遅れることをしめ

している。

SA81CXD, SD267, SD8094, SD8095, SB8101A・ B, SB8102

(PLAN 33・ 34,PL.88～91) 6ABO― E地区

SA8100は SA109の 東延長線上にあり,大膳職地域の東区の南辺を画する築地。築地本体は

のこっていないが,寄柱痕跡,門 ,南北の雨落溝によってその存在を知ることができる。寄柱

痕跡は桁行 6m(20尺 ),梁間1.2m(4尺 )を原則とする。柱の掘形は方50cm内 外,深 さ10cm

内外である。ただし,門の付近では桁行を縮めている。

SB8101A・ Bは ,SA8100の 東部に位置する 1間門である。SB8101Aは柱間寸法が 3m(lo

尺),親柱の柱掘形は方 60cmで , その内寄りにそれぞれ寄柱痕跡をともなう。 SB8101Bは柱

間寸法が同じく3mで ,親柱の位置を 50cm西へずらしてたてかえる。柱の掘形は方 60cm。

SB8101Aと 同様, 寄柱痕跡をともなう。 SB8101A・ Bの東西それぞれ桁行 1間 目の寄柱痕跡

も建替えがみられる。

SB8102はSB8101A・ Bの西15mに位置する 1間 の門で,柱間寸法は 3m(lo尺 )である。親

柱掘形は径1.3mの 円形を呈する。

SD267は SA8100の 北 3mにある素掘りの東西溝 (幅lm)で ぁる。東に流れ東面築地 SA350

95
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を暗渠でぬけ,東の築地外に排水したようである。

SD8094・ SD8095は ,それぞれ SA8100の 南 2m,2.9mをへだてた位置にある東西溝。前者

は幅35cm,後者は幅65cmである。SD8094は基壇地覆石据付痕跡であり, SD8095は 南雨落溝

に想定できる。

SA8100の 東西両端はあきらかでない。しかし,西端は後述する東西暗渠 SD8077の検出によ

って,築地SA233と 直交し,東はSA350と まじわり, 大膳職地域の東区を形成 してたことがわ

かる。

SA233A・ B, SD8077  (PLAN 34, PL.90。 91)

『平城宮報告Ⅳ』で第Ⅲ期の南北木塀とし

てきたものであるが,東西暗渠SD8077や部分

的に築地の雨落溝が残存することから,木塀

の前身として築地SA233Aが 存在したことが

6ABO― El也区

Ｎ
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渠 (長さ25m,幅71Cm, 内法幅47cm, 内法高22 件Tす司一

「

鞘

cm)で ある。 それは長方形 (64cm× 28cm,厚        ng.53 SD8077実 測図

さ1lCmを標準とする)の凝灰岩板石を用いて側壁とし,天丼をかけたものであり,底石を欠いて

いる。この暗渠の北にSA233Bの柱穴が重複する 1間 (3m)の柱穴があり,これを門の親柱に

想定することが可能である。

�  第Ⅲ期 の遺構

報告Ⅳの第■-3期 と第Ⅲ期をあわした。さきの時期区分では,第 Ⅲ期の築地内に建物がほ

とんどない状況となる。これががもっとも大きな変更理由である。東 。西両区の南北塀を第Ⅱ

期にくりあげたほかは,今回第Ⅱ期にさかのばらせた遺構はない。

� 平城宮造営以前 の遺構

さきに報告Ⅳで第 I期に比定した西区のSB167が北面築地回廓と共存しえなくなり,一時期

繰上げる必然性がでてきた。またその北側で柱筋をそろえて建つ南北棟建物 SB176も 同様に古

くなる。 2棟の建物は他の建物にくらべて方位をことにし,柱掘形の残存状況も良好といえな

い。 とはいえ, SB167に は同位置でのたてかえがみとめられるので, 仮設建物でもない。一

方,南方か ら北上する下ッ道の延長線上西側にそっており,平城宮造営以前の施設とみなさざ

るをえなくなった。

9δ




